
公益財団法人　トヨタ財団　2016 年度イニシアティブプログラム助成事業

ワカモノ。
地域でつながるワカモノ×NPOインターンシッププログラム 2016
活動報告書

NPO café

16
人
の
ス
ト
ー
リ
ー
。



前よりちょっと、

　　　　素敵な自分に。





16 人のストーリー。
「素敵な人たちに出会えた」、「視野が広がった」、「『なりたい自分』ができた」、

「芯を貫く大事さを知った」、「地域への愛着が増した」

NPO インターンを通じて、成長したワカモノ 16 人のストーリーをご覧ください。

ワ
カ
モ
ノ
。

事
業
目
的
・
事
業
概
要

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
流
れ

サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
座
談
会

16
人
の
ス
ト
ー
リ
ー
。

1
年
間
、
ワ
カ
モ
ノ
3
期
生
を
支
え
た
事
務
局
サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー
の
想
い

611
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竹
島

ひ
か
り　

ー
”生
き
方
”が
素
敵
な
方
々
や
、
”国
際
人
”と
出
会
え
ま
し
た

池
田

実
穂　
　

ー
自
分
の
可
能
性
が
拡
が
る
、
出
会
い
と
喜
び
の
日
々

桝
谷

美
月　
　

ー
視
野
が
広
が
っ
た
、
中
学
生
と
の
か
か
わ
り

高
橋

翠
紗　
　

ー
自
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
出
か
け
た
こ
と
で
拡
が
る
、
わ
た
し
の
景
色

蓑
輪

愛
香　
　

ー
映
像
全
体
の
見
方
が
変
わ
っ
た
。
夢
を
持
っ
て
い
る
人
は
ぜ
ひ
参
加
し
て

青
木

亮
平　
　

ー
考
え
、
実
践
す
る
こ
と
を
通
し
て
得
た
視
点

于

宏
宇　
　
　

ー
F
a
c
e  

t
o  

f
a
c
e
で
得
た
信
頼
関
係
〜
日
中
の
架
け
橋
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
〜

尾
上

稀
一　
　

ー
自
分
ら
し
さ
を
出
し
て
い
け
る
自
分
へ

冨
田

真
帆

ー
自
分
を
知
る
場
〜
対
話
の
中
で
得
ら
れ
た
気
づ
き
〜
T
P
A
K
で
イ
ン
タ
ー
ン
し
て
〜

宇
佐
美

乃
理　

ー
挑
戦
し
た
こ
と
に
意
義
が
あ
る
！
〜
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
を
活
か
し
て
〜
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地
域
で
つ
な
が
る
ワ
カ
モ
ノ
×
N
P
O
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
2
0
1
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成
果
発
表
会

ワ
カ
モ
ノ
×
N
P
O
は
面
白
い
！

受
入
団
体
の
紹
介

先
輩
ワ
カ
モ
ノ
の
そ
の
後

活
動
報
告
書
に
寄
せ
て

活
動
報
告
書
に
寄
せ
て

N
P
O
と
ワ
カ
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
に
向
け
て

44

46

50

54
52

北
村

　萌　
　
　

ー
自
然
と
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
、
そ
ん
な
お
も
し
ろ
い
ひ
と
に
な
り
た
い

藤
澤

　真
雄　
　

ー
「
最
後
ま
で
や
り
き
る
」
こ
と
を
心
に
誓
っ
て

高
田

　莉
子　
　

ー
芯
を
通
し
て
考
え
る
機
会
を
得
て

近
藤

　大
翔　
　

ー
ま
ず
経
験
し
て
み
よ
う
！
と
思
う
よ
う
に

江
端

　佐
知
子　

ー
正
面
か
ら
本
気
で
ぶ
つ
か
る
事
で
得
た
地
域
と
の
繋
が
り

今
関

　恭
平　
　

ー
巻
き
込
む
力
を
活
か
し
て
、
生
ま
れ
故
郷
を
盛
り
上
げ
た
い

ワ
カ
モ
ノ
×N

PO

は
面
白
い
！

ワ
カ
モ
ノ
×N

PO

が
面
白
い
理
由

323436384042

※
本
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
情
報
は
2
0
1
7
年
3
月
3
1
日
時
点
の
も
の
で
す
。

ワ
カ
モ
ノ
×
N
P
O
は
面
白
い
！
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事
業
目
的

社
会
的
問
題
や
地
域
課
題
の
解
決
を

進
め
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

　本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ワ
カ
モ
ノ
が
社
会
貢
献
活
動
を
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
体
験
し
、
市
民
と
し
て
の

役
割
を
認
識
す
る
と
共
に
、
積
極
的
に
社
会
貢
献
活
動
に
取
り
組
む
市
民
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
左
記

の
3
点
を
柱
に
実
施
し
ま
す
。

ー
市
民
活
動
を
担
う
人
材
の
育
成

　将
来
、
社
会
的
問
題
や
地
域
課
題
の
解
決
を
進
め
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
市
民
活
動
、
N
P
O
活
動

　な
ど
の
公
益
的
な
市
民
活
動
を
担
う
人
材
が
育
成
さ
れ
る
こ
と

　・
市
民
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
な
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
う
社
会
人
を
育
成
し
ま
す
。

　・
企
業
と
は
違
う
非
営
利
セ
ク
タ
ー
の
現
状
に
目
を
向
け
る
こ
と
で
視
野
を
広
げ
ま
す
。

ー
N
P
O
・
市
民
活
動
団
体
の
組
織
基
盤
の
強
化

　N
P
O
活
動
、
市
民
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
公
益
的
な
市
民
活
動
に
お
け
る
組
織
基
盤
の

　強
化
が
進
む
こ
と

　・
N
P
O
等
の
自
立
化
を
支
援
し
ま
す

　・
N
P
O
等
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
を
高
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上
を

　
　進
め
ま
す
。

ー
他
地
区
へ
の
展
開

　本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
他
地
区
に
お
け
る
N
P
O
等
の
中
間
支
援
組
織
で
の
展
開
に
活
か
す
こ
と

　・
他
地
区
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
の
参
考
資
料
と
し
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
報
告
書
を
作
成
し
ま
す
。

NPO での
インターン活動

成長

これからの社会を
担う人材へ NPO インターン

に応募
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ワカモノコース
120～200ｈ

（定例会等の時間を含む）

高校生コース
80～100ｈ

（定例会+事前研修・事後研修等の時間を含む） ￥400￥400

ワカモノ

事務局

活動
団体

事
業
概
要

　NPO とは「Non-Profit Organization」の略称で、日本語では非営利組織と訳します。株式会社等の「営利」
を目的とする組織とは異なり、営利を目的としない組織です。社会の多様化したニーズに応え、社会や地域
の課題解決に向け、様々な分野 ( 文化、環境、教育、まちづくり、国際、福祉等 ) で活動をしています。また、
NPO の中でも「特定非営利活動促進法（NPO 法）」に基づき認証された「NPO 法人」は、51,508 法人あります。

（※ 1）

法律からみた NPO
　株式会社等が定める「会社法」は 2006 年に施行された際に一本化され、そのルーツは商法にあり明治ま
で遡ります。対して、NPO 法は 1998 年に施行された若い法律です。そう考えると、NPO 法人というスタイ
ルはまだ発展途上であり、様々な可能性を秘めているとも言えるのではないでしょうか。

地域の担い手として
　NPO は「産学官民」の「民」の部分を担う存在として地域でも注目されています。最近では「協働」と
いう新しい形のパートナーシップで、NPO をはじめ、企業、学校、行政等と連携する事例が増えています。
また、有事（災害など）の際に力を発揮するボランティアをコーディネーションする役割も地域の NPO に
は求められています。 

　

ワ
カ
モ
ノ
（
※
1
）
を
募
集
し
、
約
7
ヶ
月
長
期

的
に
責
任
を
持
っ
て
N
P
O
・
市
民
活
動
団
体
に
イ

ン
タ
ー
ン
生
と
し
て
活
動
に
参
加
す
る
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
※
2
）
で
す
。
本
年
度
で
3

年
目
の
実
施
と
な
り
ま
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
2
つ
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
1

つ
目
は
、
ワ
カ
モ
ノ
及
び
参
加
団
体
（
ワ
カ
モ
ノ
を

受
け
入
れ
る
N
P
O
・
市
民
活
動
団
体
）
に
対
し
て

2
0
0
時
間
を
上
限
に
奨
励
金
を
助
成
し
ま
す
。

　

ワ
カ
モ
ノ
と
N
P
O
を
つ
な
ぐ
た
め
に
は
、
ま
ず

受
入
N
P
O
側
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
う
人
材
が

必
要
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ン
受
け
入
れ
に
よ
り
、
必
要
な

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
育
成
さ
れ
る
こ
と
で
組
織
基
盤

の
強
化
が
期
待
で
き
ま
す
が
、
受
け
入
れ
に
要
し
た
団

体
負
担
の
対
価
と
し
て
、
ワ
カ
モ
ノ
へ
の
活
動
報
奨
金

と
同
額
を
受
入
N
P
O
へ
助
成
し
ま
す
。

　

2
つ
目
の
特
徴
と
し
て
、
高
校
生
を
参
加
対
象
に

含
め
て
い
ま
す
。
ワ
カ
モ
ノ
が
将
来
や
進
路
に
つ
い
て

考
え
る
時
期
に
市
民
活
動
を
「
経
験
す
る
」
と
「
経
験

し
な
い
」
で
は
後
々
の
選
択
の
幅
に
大
き
な
違
い
が
あ

り
、
社
会
人
に
な
っ
た
後
の
市
民
活
動
へ
の
関
心
や
地

域
づ
く
り
に
も
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
将
来

へ
の
種
ま
き
は
早
い
時
期
に
行
う
必
要
が
あ
る
と
考

え
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
高
校
生
を
イ
ン
タ
ー
ン
参
加

対
象
に
含
め
て
い
ま
す
。

今年度より高校生コースを新設いたしました。活動時間

を短縮したことで、活動と学業との調整がしやすくなり

ました。

活動に参加するワカモノと参加団体の双方に、

活動 1 時間あたり 400 円の助成を行います。

プログラムの特徴

※ 1　出典：内閣府ホームページより

※
1

　こ
こ
で
い
う
「
ワ
カ
モ
ノ
」
と
は
、
専
門
学
生
・
大
学
生
・

　大
学
院
生
で
、
概
ね

３０
歳
未
満
を
指
し
ま
す
。

※
2

　イ
ン
タ
ー
ン
と
は
、
学
生
が
一
定
期
間
企
業
な
ど
の
中
で

　研
修
生
と
し
て
働
き
、
自
分
の
将
来
に
関
連
の
あ
る
就
業
体
験
を

　行
え
る
仕
組
み
で
す
。
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プログラムの流れ
　本プログラムは 6 月からの約 7 ヶ月間、 ワカモノが
様々な NPO・市民活動団体にてインターン活動を行う
ものです。
　プログラム自体は 6 月以前から始動しており、準備期
間も含めると 1 年に及びます。4 月からワカモノ募集の
広報活動を始め、5 月にはインターンに関心のある学生
を対象に説明会を開催しました。
　インターン期間中（6 月 20 日〜翌年 2 月 28 日）には
ワカモノ同士の親睦を深めることに加え、インターン活
動においての必要な知識を積む目的として、毎月 1 回の
定例会（計 6 回）と中間発表会、成果発表会が行われま
した。
　1 年間の集大成である成果発表会では、ワカモノ一人
ひとりがインターンで得た成果・団体への感謝を伝え、
インターン活動を締めくくりました。
　このページでは各定例会を含む本プログラムの 1 年間
の流れを紹介します。

イ
ン
タ
ー
ン
活
動
開
始
前

イ
ン
タ
ー
ン
活
動
期
間

「活動での気付きをふまえて、なぜインター
ンに参加したのかを再確認・再認識する」を
テーマに実施しました。（参加者：18 名）

「自分自身を知り、相手に伝える」をテーマ
に行い、オリエンテーションの時とは違うワ
カモノの一面が伺えました。（参加者：17 名）

「自分の強みを理解し、それをふまえてイン
ターンへの初心表明をする」を目標に、自己
紹介とワークを行いました。（参加者：10 名）

これまでの活動を踏まえて、「今後のインター
ン活動で自分自身がどう成長したいか」を考
え、発表してもらいました。（参加者：14 名）

ワカモノが全員揃い、本プログラムへの参加
動機、目標等を考えました。和やかな雰囲気
で終了しました。（参加者：27 名）

参加者全員で顔を見ながらインターンへの想
いを話し合い、プログラムに対する疑問を解
消する時間となりました。（参加者：33 人）

高
校
生
向
け
事
前
研
修

第
1
回
定
例
会

第
2
回
定
例
会

第
3
回
定
例
会

ワ
カ
モ
ノ
向
け
説
明
会

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
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受
入
担
当
者
座
談
会

「成果発表会に向けた話し合い」をしました。
3 期生が主体となり、役割分担や目標等につ
いて意見を出し合いました。（参加者：13 名）

受入担当者が集まり、ワカモノを受け入れる
なかで抱える悩みや気づきを共有し合いまし
た。（参加者：25 名）

「活動の成果と受入団体への感謝の気持ちを
伝える、表現する」をテーマに発表し、総勢
85 名の方が来場されました。（参加者：85 名）

藤沢駅周辺を散策し、気になったものを話し
合い、発見を通して自分の考えをお互いに共
有し合いました。（参加者：17 名）

インターンで体験したことや気持ちの変化な
どを、いくつかのカテゴリに分類しながら振
り返り、共有しました。（参加者：9 名）

「インターンを通じて再確認・再発見した自
分のこと」をテーマに、活動への姿勢や想い、
考えが伝わる発表でした。（参加者：35 名）

半年間の振り返り + インターン終了後の目

標設定とワカモノ一人一人の個性溢れるポス

ター制作を行いました。（参加者：22 名）

番
外
編

芋掘りにも
行きました！

2014 年度のプログラム参加団体である「NPO 法人市民農園

を拡げる会」にて芋ほり体験を行いました。有志メンバーで

参加し、普段とは違う団体で活動しました。（参加者：6 名）

中
間
発
表
会

第
4
回
定
例
会

第
5
回
定
例
会

第
６
回
定
例
会

事
後
研
修

成
果
発
表
会

7



サ
ポ
メ
ン
か
ら
見
た
ワ
カ
モ
ノ

イ
ン
タ
ー
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は

サポートメンバー
による座談会
1 年間、ワカモノ 3 期生を支えた事務局サポートメンバーの想い

―
皆
さ
ん
、
今
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ま
ず

は
サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー
内
で
の
役
割
を
教
え
て
下
さ

い
。

門
倉　

僕
は
唯
一
サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー
２
年
目
な
の
で

そ
の
経
験
を
い
か
し
て
、
4
人
が
1
つ
の
チ
ー
ム
と

し
て
動
け
る
よ
う
に
、
ま
と
め
て
い
く
こ
と
を
や
っ
て

小
こやま

山　優
ゆうこ

子 簑
みのだ

田　萌
めぐ

8



い
ま
し
た
。

小
山　

ワ
カ
モ
ノ
の
中
で
も
高
校
生
コ
ー
ス
の
企
画
や

そ
の
サ
ポ
ー
ト
を
メ
イ
ン
に
や
っ
て
い
ま
し
た
。
高
校

生
は
大
学
生
に
比
べ
て
様
々
な
経
験
が
少
な
い
の
で
、

イ
ン
タ
ー
ン
の
中
で
の
悩
み
を
聞
い
た
り
、
引
き
出
し

た
り
。

尾
上　

7
月
か
ら
1
月
ま
で
毎
月
あ
る
定
例
会
の
1

年
間
ど
う
い
っ
た
テ
ー
マ
や
目
的
で
行
っ
て
い
く
か
の

企
画
書
を
書
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
定
例
会
当

日
で
は
3
期
生
の
前
に
た
っ
て
進
行
な
ど
を
主
に
行

い
ま
し
た
。

簑
田　

他
の
メ
ン
バ
ー
と
は
少
し
違
っ
て
、
2
期
生

と
し
て
イ
ン
タ
ー
ン
し
て
い
た
こ
ろ
か
ら
取
り
組
ん
で

い
た
こ
と
の
延
長
で
資
料
作
成
全
般
を
主
に
担
当
し
て

い
ま
し
た
。
ワ
カ
モ
ノ
に
寄
り
添
う
と
い
う
形
よ
り
裏

方
と
し
て
ワ
カ
モ
ノ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
み
た
い
な
。

―
で
は
、
サ
ポ
メ
ン
か
ら
み
た
3
期
生
と
は
？

尾
上　

3
期
生
は
も
と
も
と
個
性
が
豊
か
な
人
が
多

い
印
象
で
す
。
起
爆
剤
に
な
れ
！
を
定
例
会
の
テ
ー
マ

に
し
て
い
た
の
で
す
が
、
見
て
い
て
み
ん
な
1
人
ず

つ
が
す
ご
い
個
性
だ
な
、
と
。

小
山　

個
性
強
い
よ
ね
。
最
初
の
ワ
ー
ク
で
使
っ
た

シ
ー
ト
を
み
て
も
、「
自
分
」
と
い
う
も
の
を
持
っ
て

い
る
印
象
が
あ
り
ま
す
。

簑
田　

自
分
を
理
解
し
て
い
る
人
が
多
い
の
か
な
。
最

初
に
集
ま
っ
た
時
か
ら
み
ん
な
自
分
が
何
を
し
た
い
の

か
、
ど
う
成
長
し
た
い
の
か
、
を
言
っ
て
い
て
。
き
っ

と
成
長
す
る
ん
だ
ろ
う
な
、
と
。

小
山　

経
験
を
重
ね
て
い
っ
て
、
み
ん
な
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
し
て
い
た
よ
ね
。
や
る
と
き
は
や
る
！
本
番
に

強
い
！
と
い
う
の
を
成
果
発
表
会
で
感
じ
た
な
。

門
倉　

確
か
に
。
3
期
生
は
年
齢
差
と
か
気
に
せ
ず

お
互
い
に
刺
激
し
合
っ
て
い
る
印
象
が
あ
っ
た
ね
。

簑
田　

成
果
発
表
会
の
準
備
も
、
い
い
意
味
で
み
ん
な

が
ぶ
つ
か
り
合
っ
て
い
て
。
1
、2
期
生
に
も
な
い
色

尾
おのうえ

上　太
たいち

一 門
かどくら

倉　啓
けいすけ

介
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が
出
て
い
て
い
た
の
で
、
こ
の
つ
な
が
り
は

ぜ
ひ
続
け
て
欲
し
い
！

門
倉　

み
ん
な
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
自
分
な

り
の
価
値
を
持
っ
て
い
た
ん
だ
ろ
う
ね
。
実

は
次
の
サ
ポ
メ
ン
や
り
た
い
と
い
う
人
も
多

か
っ
た
ん
で
す
。
僕
が
感
じ
て
い
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
良
さ
が
が
伝
わ
っ
た
み
た
い
で
嬉
し

か
っ
た
で
す
。

ー
そ
ん
な
3
期
生
を
育
て
た
ワ
カ
モ
ノ
イ

ン
タ
ー
ン
の
魅
力
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

門
倉　

1
、2
、3
期
と
い
う
流
れ
を
見
て

い
て
、
ワ
カ
モ
ノ
の
手
（
サ
ポ
メ
ン
も
含
む
）

で
ど
ん
ど
ん
磨
か
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て

い
ま
す
。
決
し
て
同
じ
に
な
ら
な
い
、
そ
の

年
ご
と
の
色
に
な
っ
て
い
く
。

小
山　

他
に
も
先
輩
が
関
わ
っ
て
い
る
の
は

す
ご
く
い
い
よ
ね
。
た
ま
に
定
例
会
来
て
く

れ
る
人
も
い
る
し
。
学
校
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
、

た
ま
に
帰
れ
る
場
所
っ
て
感
じ
。

尾
上　

確
か
に
、
そ
の
感
じ
あ
り
ま
す
ね
。

年
の
差
が
あ
っ
て
も
対
等
に
話
を
進
め
て
い

く
。
学
校
で
は
絶
対
に
出
来
な
い
新
し
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
1
つ
か
な
と
。

簑
田　

普
通
イ
ン
タ
ー
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
っ
て

1
直
線
上
の
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
る
の

み
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
様
々
な
地
域
・
年

代
の
、
団
体
や
ワ
カ
モ
ノ
と
も
出
会
え
る
。

他
の
み
ん
な
と
仲
良
く
な
り
た
い
！
と
思
え

る
こ
と
が
魅
力
。

―
な
る
ほ
ど
。
地
域
の
N
P
O
な
ど
に
イ

ン
タ
ー
ン
に
行
く
こ
と
で
学
生
が
得
ら
れ
る

も
の
と
か
あ
り
ま
す
か
？

小
山　

一
言
で
言
え
ば
世
界
が
広
が
る
こ

と
。
学
校
だ
け
じ
ゃ
で
き
な
い
経
験
ば
か
り

で
、
経
験
や
考
え
に
プ
ラ
ス
に
な
る
こ
と
が

多
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

門
倉　

視
野
が
広
が
る
、
か
な
。
様
々
な
生

き
方
や
働
き
方
・
活
動
が
あ
っ
て
。
そ
う
い

う
方
々
に
触
れ
る
こ
と
が
学
生
に
と
っ
て
刺

激
に
な
り
ま
す
。

尾
上　

選
択
肢
が
増
え
ま
す
。
何
も
考
え
ず

に
小
学
校
や
中
学
校
に
い
く
と
、
そ
の
ま
ま

企
業
で
働
く
の
か
な
、
と
思
っ
て
し
ま
い
が

ち
。
新
し
い
選
択
肢
な
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、

学
生
か
ら
み
た
ら
。

簑
田　

い
い
意
味
で
の
広
報
活
動
、
が
出
来

る
こ
と
か
な
。
社
会
貢
献
や
N
P
O
に
は
、

好
き
じ
ゃ
な
い
と
学
生
は
参
加
し
な
い
。
で

も
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
が
発
信
し
た

ら
、
身
近
な
友
達
が
そ
う
い
う
活
動
を
し
て

い
る
、
と
他
の
学
生
も
自
然
と
興
味
を
持
つ

の
で
は
な
い
か
な
。

門
倉　

N
P
O
の
多
種
多
様
さ
に
救
わ
れ

て
い
る
気
が
し
ま
す
ね
。
居
場
所
が
で
き
る
。

と
い
う
安
心
感
。
社
会
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
。

―
最
後
に
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
今
後
に
期

待
し
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

簑
田　

私
は
、
学
生
と
地
域
（
社
会
）
を
つ

な
げ
た
い
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
こ
と
。
大
人
を
知
っ
て
社
会
を
知
っ

て
、
そ
の
方
々
に
も
学
生
を
知
っ
て
も
ら
え

た
ら
い
い
な
。

尾
上　

普
段
は
秘
め
て
い
る
魅
力
。「
何
か

を
し
た
い
な
」
と
も
ん
も
ん
と
し
て
い
る
、

同
じ
こ
と
を
考
え
た
人
と
出
会
え
る
場
所
で

あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

小
山　

も
っ
と
高
校
生
に
も
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
広
が
っ
て
ほ
し
い
と
こ
の
1
年
で
思

い
ま
し
た
。
参
加
し
て
成
長
し
た
姿
を
見
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
し
、
も
っ
と
も
っ
と
高

校
生
の
参
加
者
が
増
え
た
ら
い
い
な
と
思
い

ま
す
。

門
倉　

今
後
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
期
待
す
る

こ
と
は
、
継
続
し
て
ほ
し
い
。
そ
の
中
で
ど

ん
ど
ん
広
が
っ
て
拡
散
し
て
い
っ
て
ほ
し
い

で
す
。
1
0
0
人
い
た
ら
数
人
し
か
定
着

し
な
い
と
手
塚
さ
ん
は
言
っ
て
い
た
し
、
ま

ず
は
継
続
し
な
い
と
、
そ
の
数
人
の
人
も
育

た
な
い
の
で
。
あ
ら
ゆ
る
地
域
で
広
が
っ
て

い
っ
て
、
そ
の
先
に
あ
る
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
目

指
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

　尾上太一 ( 芝浦工業大学 1 年）　

本プログラム２期生。本年度はサポメンとし

て、定例会の企画・運営やワカモノのサポー

トを行う。座右の銘は「自由奔放」

　簑田　萌（文教大学４年）　

本プログラム２期生。本年度は、定例会の資

料作成やワカモノのサポートを行う。座右の

銘は「time waits for no one」。

　門倉　啓介（立教大学４年）

本プログラム１期生。本年度は、サポートメ

ンバーのまとめ役を担う。座右の銘は「恩は

返すものではなく、送るもの」。

　小山　優子（文教大学院１年）　

本プログラム１期生。本年度は、高校生をメ

インにサポートを行う。座右の銘は「一期一

会」。

継
続
し
、
そ
の
先
へ

N
P
O
イ
ン
タ
ー
ン
の
魅
力
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16 人のストーリー。
「素敵な人たちに出会えた」、「視野が広がった」、「『なりたい自分』ができた」、

「芯を貫く大事さを知った」、「地域への愛着が増した」

NPO インターンを通じて、成長したワカモノ 16 人のストーリーをご覧ください。

11



まちづくり

学校・学年

基本データ

文教大学 3 年

NPO 法人
湘南スタイル

『自分から動く良い機会にする』

団体名

活動中、心が
けていたこと

竹
たけしま

島　ひかり

”生
き
方
”が
素
敵
な
方
々
や
、

　
　”国
際
人
”と
出
会
え
ま
し
た

12



　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
き
っ
か
け
の
一
つ

は
、
学
校
内
で
説
明
会
が
あ
り
、
普
段
サ
ー
ク
ル
で
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
先
輩
に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

他
に
も
、
イ
ン
タ
ー
ン
を
探
し
て
い
て
、
長
期
間
の

N
P
O
で
あ
れ
ば
な
お
良
い
な
と
。
ま
た
、
高
校
3

年
の
頃
か
ら
社
会
貢
献
意
欲
が
強
く
あ
っ
た
こ
と
や
、

国
際
協
力
サ
ー
ク
ル
の
代
表
の
経
験
か
ら
学
生
と
の
繋

が
り
は
あ
る
の
で
、
出
来
れ
ば
多
世
代
の
方
々
と
「
仕

事
」
で
関
わ
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
ん

な
中
、
地
域
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
、
様
々
な
世
代
の

方
々
が
た
く
さ
ん
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
動
い
て
い
る
湘

南
ス
タ
イ
ル
に
興
味
を
抱
き
、
イ
ン
タ
ー
ン
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

活
動
を
始
め
て
ま
ず
感
じ
た
の
は
、
団
体
に
関
わ
る

方
々
が
優
し
い
方
ば
か
り
だ
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
、
生

産
者
、
販
売
者
、
購
入
者
が
W
I
N
ー
W
I
N
の
関

係
で
笑
顔
が
う
ま
れ
て
い
く
イ
ベ
ン
ト
作
り
を
体
感
で

き
た
こ
と
で
す
。
私
も
実
際
に
湘
南
マ
ル
シ
ェ
と
い
う

イ
ベ
ン
ト
で
売
り
子
を
担
当
し
ま
し
た
。
ま
た
ウ
ェ
ブ

メ
デ
ィ
ア
を
制
作
す
る
事
業
で
取
材
に
行
っ
た
飲
食
店

で
は
、
湘
南
に
移
住
し
て
き
て
か
ら
飲
食
店
を
ス
タ
ー

ト
し
た
マ
ス
タ
ー
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

他
人
の
人
生
を
垣
間
見
て
い
る
よ
う
な
気
に
な
り
な

が
ら
も
、
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
楽
し
そ
う
に
語
る
マ
ス

タ
ー
の
表
情
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
、
都
内

の
一
流
企
業
で
働
き
、
そ
の
後
、
活
動
を
湘
南
に
移
し

た
後
も
充
実
し
た
公
私
と
も
に
充
実
し
、
と
て
も
さ
わ

や
か
な
立
ち
振
る
舞
い
だ
っ
た
担
当
の
清
水
さ
ん
。
ま

さ
に
生
き
方
が
素
敵
！
な
方
で
し
た
。

　

活
動
中
に
こ
だ
わ
っ
た
こ
と
は
「
自
分
か
ら
動
く
良

い
機
会
に
す
る
」
こ
と
。
元
々
普
段
の
自
分
は
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
ク
ロ
ー
ズ
ド
マ
イ
ン
ド
で
、
相
手
の
出
方

を
見
る
よ
う
な
接
し
方
で
し
た
。
活
動
に
臨
む
際
は
、

オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
を
心
掛
け
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

自
分
の
な
か
の
”
や
ら
な
い
フ
ィ
ル
タ
ー
“
を
取
り
除

く
こ
と
が
出
来
た
気
が
し
て
い
ま
す
。も
う
今
で
は「
何

で
も
来
い
！
」
み
た
い
な
気
持
ち
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
参
加
す
る
に
あ
た
り
、
同
世
代

の
横
の
繋
が
り
を
作
る
意
識
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
で

す
。
で
も
、
成
果
発
表
会
で
一
緒
に
司
会
を
担
当
し
た

北
村
さ
ん
と
出
会
え
て
、
本
当
に
良
い
機
会
に
な
り
ま

し
た
。
彼
女
と
話
し
て
い
て
感
じ
た
こ
と
は
、
国
際
人

だ
と
い
う
こ
と
。
3
つ
年
齢
が
離
れ
て
い
な
が
ら
も
、

自
分
の
同
じ
年
齢
の
頃
で
は
考
え
て
も
い
な
か
っ
た
よ

う
な
こ
と
を
考
え
た
り
実
践
し
て
い
た
り
し
て
い
る
彼

女
と
接
し
て
、
自
分
も
負
け
て
い
ら
れ
な
い
、
と
感
じ

ま
し
た
。
刺
激
を
受
け
る
仲
間
が
増
え
た
こ
と
は
と
て

も
嬉
し
い
で
す
。

　

こ
う
い
っ
た
イ
ン
タ
ー
ン
活
動
や
様
々
な
方
と
の
出

会
い
、
大
学
で
の
学
び
を
通
し
て
、
将
来
は
地
元
に
戻

り
国
際
協
力
や
開
発
協
力
の
分
野
を
教
え
る
こ
と
の
で

き
る
教
師
と
し
て
、
素
敵
な
出
会
い
を
作
っ
て
い
け
る

社
会
人
に
な
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

長
期
間
イ
ン
タ
ー
ン
し
た
い
、
N
P
O
で
あ
れ

ば
な
お
よ
し
。
先
輩
の
ス
ス
メ
も
あ
り
…

”生
き
方
”が
素
敵
！
な
方
々
と
の
出
会
い

ク
ロ
ー
ズ
マ
イ
ン
ド
か
ら
オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
へ

国
際
人
と
の
出
会
い
、
活
動
や
出
会
い
の
そ
の
先

13



まちづくり

自
分
の
可
能
性
が
拡
が
る
、

　
　出
会
い
と
喜
び
の
日
々

学校・学年

基本データ

神奈川大学 2 年

藤沢市民まつり実行委員会

『寄ってきてもらえる雰囲気があるんだよ。
自分から話しかけなくても、それも個性なんだよ。』

団体名

活動中に印象
に残った言葉

池
いけだ

田　実
みほ

穂

受入担当者より
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以
前
か
ら
、
大
学
生
活
の
中
で
、
何
か
、
“コ
レ
を

や
り
ま
し
た
！
”と
自
信
を
持
っ
て
言
え
る
も
の
が
必

要
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
3
年
生
に
な

る
と
ゼ
ミ
と
就
活
が
始
ま
る
た
め
、
何
か
行
動
を
起
す

な
ら
今
が
チ
ャ
ン
ス
！
と
考
え
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
説
明
会
が
大
学
で
開
催
さ
れ
る
こ
と

を
昨
年
度
の
O
G
の
宮
下
さ
ん
か
ら
聞
き
、
高
橋
さ

ん
と
説
明
会
、
そ
し
て
イ
ン
タ
ー
ン
へ
参
加
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
高
橋
さ
ん
が
参
加
す
る
の
で
1
人
で

は
な
い
、
と
い
う
安
心
感
が
参
加
を
後
押
し
し
て
く
れ

ま
し
た
。
参
加
に
あ
た
り
、
い
ち
ば
ん
気
に
な
っ
て
い

た
の
が
、大
学
の
勉
強
と
の
両
立
。
宮
下
さ
ん
か
ら「
勉

強
と
の
両
立
も
大
丈
夫
だ
よ
」
と
聞
く
こ
と
が
で
き
、

安
心
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　　　

イ
ン
タ
ー
ン
先
は
藤
沢
市
民
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で

し
た
。
活
動
中
、様
々
な
資
料
を
ま
と
め
て
い
く
中
で
、

企
画
・
運
営
に
対
す
る
重
い
が
強
く
な
り
、
本
番
で
は

リ
サ
イ
ク
ル
楽
器
づ
く
り
を
企
画
し
ま
し
た
。
1
ヶ

月
前
よ
り
企
画
し
て
い
た
の
で
す
が
、
な
か
な
か
自
分

の
中
で
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
ず
、
実
施
前
夜
に
最
終
仕
上

げ
を
す
る
こ
と
に
。「
も
っ
と
早
く
取
り
組
め
た
ら
」

と
反
省
し
ま
し
た
。

　

藤
沢
市
民
ま
つ
り
以
外
も
、「
ち
ょ
い
呑
み
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
チ
ラ
シ
配
り
が
初
め
て
行
っ
た
時
の
こ
と
。
は

じ
め
は
な
か
な
か
通
行
人
に
お
渡
し
す
る
こ
と
が
で
き

ず
に
い
ま
し
た
が
、
上
手
い
人
の
や
り
方
を
観
察
し
真

似
て
み
る
こ
と
で
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
じ
て
、
今
ま
で
得
意
で
は

な
か
っ
た
「
自
分
か
ら
話
し
か
け
る
ス
キ
ル
」
が
会
得

で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
は
言
っ

て
も
、
ス
キ
ル
が
身
に
つ
い
て
い
る
と
い
う
確
証
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
中
間
発
表
会
際
の
プ
レ
ゼ
ン
準
備

で
振
り
返
っ
た
際
に
、
担
当
の
桜
井
さ
ん
に
「
自
分
か

ら
話
し
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
よ
！
」
と
客

観
的
に
言
っ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
周
り
の
方
に
変
化

を
感
じ
て
も
ら
え
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
自
信
へ
と
つ

な
が
り
ま
し
た
。

　

自
分
の
変
化
は
、
ワ
カ
モ
ノ
の
定
例
会
の
中
に
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
得
意
な
こ
と
を
見
出

し
、
目
標
に
向
か
っ
て
着
実
に
取
り
組
ん
で
い
て
、
刺

激
を
受
け
ま
し
た
。「
自
分
の
中
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
も

の
を
、
自
分
も
見
出
し
て
い
き
た
い
」。
そ
う
思
え
る

き
っ
か
け
を
く
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
こ
の
半
年
間
を
通
じ
て
得
た
2
つ
の
こ
と
。

今
ま
で
は
、
自
分
に
は
、
事
務
職
し
か
向
い
て
い
な
い

か
も
し
れ
な
い
、
と
思
っ
て
い
て
、
自
分
で
自
分
の
選

択
肢
を
狭
め
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
が
、
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
担
当
の
桜
井
さ
ん
や
多
く
の

方
々
と
お
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

す
る
仕
事
へ
の
関
心
も
高
ま
り
ま
し
た
。「
ぜ
ひ
地
元

で
も
こ
う
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て
み
た
い
！
」
そ
ん

な
、
将
来
の
道
を
拡
げ
、
出
会
い
を
得
た
イ
ン
タ
ー
ン

で
し
た
。

自
信
を
持
っ
て
何
か
を
し
た

と
い
う
こ
と
を
作
る

視
野
が
広
が
っ
た
、
イ
ベ
ン
ト
で
の
経
験

ス
ペ
シ
ャ
ル
な
も
の
を
見
つ
け
た
い
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子ども

視
野
が
広
が
っ
た
、
中
学
生
と
の
か
か
わ
り

学校・学年

基本データ

東洋英和女学院 3 年

NPO 法人
湘南 DV サポートセンター

『子どもからどう話を聞きだすか？輪の中にどう
入れるか？』

団体名

活動中、心が
けていたこと

桝
ますや

谷　美
みつき

月
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大
学
3
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
て
、
自
己
分
析
し

て
い
る
と
、
部
活
し
か
や
っ
て
い
な
い
の
じ
ゃ
な
か
い

か
と
の
危
惧
が
あ
り
ま
し
た
。
部
活
（
合
気
道
）
を
し

て
い
て
も
合
気
道
初
段
で
す
、
と
伝
え
て
も
「
で
、
ど

う
な
の
？
」
と
聞
か
れ
て
し
ま
う
と
何
も
返
す
言
葉
が

な
い
な
あ
と
。
そ
こ
で
、
先
輩
と
ご
飯
を
食
べ
て
い
る

時
に
、
イ
ン
タ
ー
ン
し
た
い
、
と
相
談
を
し
て
み
ま
し

た
。
そ
こ
で
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
の
が
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
し
た
。
ま
た
、
大
学
で
は
心
理
学
を
専
攻
し

て
い
て
、
い
じ
め
問
題
等
に
関
心
が
あ
り
、
デ
ー
ト

D
V
防
止
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
N
P
O
法
人
湘

南
D
V
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
ユ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

担
当
し
た
作
業
は
、
ざ
っ
く
り
い
う
と
雑
務
が
多

か
っ
た
で
す
。
書
類
を
整
理
し
た
り
、
会
場
設
営
を
し

た
り
。
で
す
が
だ
ん
だ
ん
と
活
動
に
慣
れ
て
い
き
、
毎

年
12
月
に
行
っ
て
い
る
「
い
じ
め
防
止
ス
ク
ー
ル
バ

デ
ィ
・
サ
ミ
ッ
ト
」
と
い
う
中
学
生
が
集
ま
る
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ラ
ン
チ
パ
ー
テ
ィ
の
企
画
を
一
か
ら

担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
実
際
に
取
り
掛
か
っ

て
み
る
と
、
昨
年
か
ら
の
引
き
継
ぎ
状
況
を
知
っ
て
い

る
人
が
お
ら
ず
、
何
か
ら
手
に
つ
け
て
良
い
の
か
、
と

い
う
状
況
に
陥
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
先
輩
で
も
あ
る

1
期
生
の
松
井
さ
ん
を
お
呼
び
し
て
、
状
況
把
握
に

努
め
た
り
し
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
て
迎
え
た

当
日
に
も
、
開
始
30
分
前
に
用
意
し
て
あ
る
は
ず
の
マ

イ
ク
が
見
つ
か
ら
な
い
、
な
ど
の
事
態
も
お
き
、
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
当
日
は
何
が
お
こ
る
か
わ
か
ら
な

い
）
の
大
切
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

成
果
発
表
会
で
は
広
報
を
担
当
し
、
チ
ラ
シ
配
り
や

チ
ラ
シ
の
発
送
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
約
二
千
部
近
く

あ
っ
た
チ
ラ
シ
を
全
て
配
布
で
き
た
の
は
、「
誰
か
が

や
ら
な
い
と
終
わ
ら
な
い
」
と
自
分
で
強
く
思
っ
て
い

た
か
ら
。
や
る
と
な
っ
た
ら
と
こ
と
ん
や
り
ま
す
。
そ

の
反
面
、
意
見
が
人
と
ぶ
つ
か
る
こ
と
は
極
力
し
な
い

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
自
己
主
張
は
ち
ゃ
ん
と
す
る

が
、
あ
ま
り
熱
く
な
ら
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。
な
る

べ
く
自
分
は
関
わ
り
ま
せ
ん
、
と
思
っ
て
い
る
の
か

も
。
そ
れ
な
の
に
後
輩
が
困
っ
て
い
る
と
、
つ
い
助
け

て
し
ま
う
自
分
が
い
ま
す
。
自
分
で
は
意
識
し
て
い
な

い
け
れ
ど
、
人
の
サ
ポ
ー
ト
や
フ
ォ
ロ
ー
は
出
来
て
い

る
み
た
い
で
す
ね
。
自
分
の
な
か
の
理
想
が
高
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

活
動
を
振
り
返
っ
て
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
中

学
生
が
学
校
で
半
年
間
か
け
て
作
成
し
た
動
画
を
み

て
、
と
て
も
ク
オ
リ
テ
ィ
が
高
か
っ
た
こ
と
。
ま
た
、

い
じ
め
防
止
に
関
わ
っ
て
い
る
中
学
生
た
ち
が
こ
ん
な

に
い
る
ん
だ
！
と
驚
い
た
こ
と
で
す
。
そ
れ
も
あ
っ
て

か
、
そ
の
中
学
生
と
の
か
か
わ
り
を
通
し
て
、
視
野
が

と
て
も
広
が
り
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ン
し
た
い
、
か
ら

始
ま
っ
た
活
動
で
し
た
が
、
N
P
O
の
イ
ン
タ
ー
ン

で
は
、
学
生
の
立
場
で
も
主
体
的
に
取
り
組
め
る
と

思
っ
て
い
た
の
で
、
何
か
を
残
し
た
い
と
感
じ
て
い
た

自
分
に
は
ぴ
っ
た
り
で
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
し
た
い
、
と
先
輩
に
相
談

一
か
ら
取
り
組
ん
だ
ラ
ン
チ
パ
ー
テ
ィ
企
画

改
め
て
気
づ
い
た
自
分
の
他
者
へ
の
意
識

中
学
生
と
の
か
か
わ
り
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国際

自
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　出
か
け
た
こ
と
で
拡
が
る
、
わ
た
し
の
景
色

学校・学年

基本データ

神奈川大学 2 年

認定 NPO 法人
WE21 ジャパン

『フェアトレードは色んなやり方があるし、支援の
やり方が違う。やり方が違うけど伝えることが大事。』

団体名

活動中に印象
に残った言葉

高
たかはし

橋　翠
みさ

紗

受入担当者より

18



　
「
イ
ン
タ
ー
ン
は
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
以
前
、
躊
躇

し
て
い
た
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

よ
！
」
と
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
O
G
の
宮
下
さ
ん
。

こ
の
言
葉
を
聞
き
、
せ
っ
か
く
目
の
前
に
チ
ャ
ン
ス
が

あ
る
こ
と
だ
し
、
一
番
融
通
が
利
く
時
期
で
あ
る
大
学

2
年
の
今
し
か
な
い
と
思
い
、
挑
戦
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

私
は
、
販
売
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
行
う
中
で
、
い
か
に

在
庫
を
減
ら
し
て
い
く
か
、
と
い
う
ア
イ
デ
ア
を
考

え
、
工
夫
す
る
こ
と
が
好
き
な
ん
で
す
。
そ
の
経
験
も

活
か
せ
ら
れ
た
ら
と
思
い
、
イ
ン
タ
ー
ン
先
を
フ
ェ
ア

ト
レ
ー
ド
商
品
の
販
売
や
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
を
運

営
す
る
W
E
2
1
ジ
ャ
パ
ン
（
以
下
、
W
E
）
へ
決

め
ま
し
た
。

　

W
E
で
は
主
に
、
イ
ベ
ン
ト
で
ジ
ン
ジ
ャ
ー
テ
ィ
ー

の
販
売
や
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
の
広
報
業
務
を
担
当
し
ま
し
た
。
今
回
、
イ
ン
タ
ー

ン
を
行
う
上
で
の
目
標
は
、「
経
験
を
積
む
こ
と
」
と

し
ま
し
た
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ェ
ス
タ
や
他
の
N
G
O
主
催
の
イ

ベ
ン
ト
な
ど
の
活
動
現
場
に
赴
く
こ
と
で
、
同
じ
労
働

問
題
な
ど
の
テ
ー
マ
を
扱
う
N
G
O
・
N
P
O
で
も

実
施
内
容
や
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
が
異
な
る
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。
世
界
に
目
が
向
く
こ
と
が
で
き
た
の
と
同
時

に
、
自
分
の
興
味
の
幅
も
広
が
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

活
動
中
に
特
に
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
、
自
分
が
作
っ

た
チ
ラ
シ
を
見
て
も
ら
い
、
ジ
ン
ジ
ャ
ー
テ
ィ
ー
を
購

入
す
る
こ
と
で
、
何
の
役
立
っ
て
い
る
の
か
を
お
客
様

に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
チ
ラ
シ
の
効
果
を
実
感
で
き
た

こ
と
。
そ
れ
と
同
時
に
、
自
分
た
ち
が
知
っ
て
も
ら
い

た
い
情
報
だ
け
を
伝
え
て
も
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え

な
い
こ
と
も
あ
り
、
団
体
の
思
い
を
伝
え
な
が
ら
販
売

す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
実
感
し
た
機
会
で
し
た
。

　

活
動
に
更
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、
担
当
の
小
池
さ

ん
か
ら
「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
は
色
ん
な
や
り
方
が
あ
る

し
、
支
援
の
仕
方
も
団
体
に
よ
っ
て
違
う
。
知
ら
な
い

人
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
大
変
だ
け
ど
、
知
っ
て
も

ら
う
に
は
ど
う
す
る
べ
き
か
？
を
考
え
る
こ
と
も
大

切
」
と
教
わ
っ
た
言
葉
が
き
っ
か
け
で
す
。
そ
れ
に
よ

り
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
意
義
を
更
に
伝
え
て
い
き
た

い
、
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
大
学
で

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
講
座
を
企
画
、
実
施
し
ま
し
た
。
山

岡
准
教
授
の
ゼ
ミ
で
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
に
つ
い
て
勉
強

し
て
い
た
と
の
こ
と
で
、
昼
休
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
多

く
の
ゼ
ミ
生
が
集
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ど
の
よ
う
に
知
ら
せ
る
と
、
他
の
人
に
伝
え
た
く
な

る
の
か
。
そ
の
答
え
は
、「
自
ら
足
を
運
ん
で
、
自
分

の
目
で
見
て
感
じ
取
る
こ
と
」。
そ
れ
に
気
づ
く
き
っ

か
け
を
W
E
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
を
通
じ
て
得
る
こ
と

が
で
き
、
本
当
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で

イ
ン
タ
ー
ン
の
経
験
を
終
わ
ら
せ
る
の
は
も
っ
た
い
な

い
の
で
引
き
続
き
、
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
き
た

い
で
す
。

挑
戦
の
理
由
は
友
人
の
言
葉

経
験
を
積
む
こ
と
で
得
た
「
実
感
」

自
分
の
目
で
見
て
感
じ
取
る
大
切
さ
を
知
る
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子ども

学校・学年

基本データ

藤沢総合高等学校 3 年

NPO 法人
湘南市民メディアネットワーク

『高校生なんだ！！』

団体名

活動中に印象
に残った言葉

蓑
みのわ

輪　愛
あいか

香

ワカモノより

映
像
全
体
の
見
方
が
変
わ
っ
た
。

　
　夢
を
持
っ
て
い
る
人
は
ぜ
ひ
参
加
し
て

20



　

テ
レ
ビ
番
組
を
作
り
た
い
、
映
像
関
係
の
仕
事
に
就

き
た
い
、
と
中
学
生
の
頃
か
ら
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ

の
理
由
で
選
ん
だ
高
校
の
同
級
生
が
2
期
生
と
し
て

昨
年
参
加
し
て
い
た
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

映
像
制
作
の
授
業
で
講
師
を
や
っ
て
い
た
の
が
今
回
活

動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
団
体
の
中
野
さ
ん
で
す
。
学
校

で
の
授
業
は
週
１
の
ペ
ー
ス
。
イ
ン
タ
ー
ン
活
動
で

も
っ
と
映
像
の
技
術
面
を
伸
ば
し
て
い
き
た
い
と
思

い
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

活
動
で
は
、
色
々
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
携
わ
り
ま

し
た
。
最
初
は
教
え
方
が
全
然
わ
か
ら
な
い
状
態
で
し

た
。
参
加
者
の
方
々
は
小
学
生
や
、高
校
生
の
同
い
年
、

N
P
O
団
体
の
社
会
人
の
方
々
な
ど
場
所
や
回
ご
と

に
様
々
な
世
代
の
方
。
私
は
感
覚
的
に
教
え
て
し
ま
う

タ
イ
プ
な
の
で
す
が
、
な
る
べ
く
具
体
的
に
教
え
る
よ

う
に
心
が
け
ま
し
た
。
一
番
最
初
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
、
グ
ル
ー
プ
に
わ
か
れ
て
作
業
し
て
い
る
中
「
全
グ

ル
ー
プ
を
み
る
よ
う
に
」
と
中
野
さ
ん
か
ら
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
と
き
に
、
技
術
面
の
内

容
に
徹
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
そ
の
指
示
が
き
っ
か

け
で
し
た
。
撮
影
す
る
人
に
は
感
覚
で
ア
ド
バ
イ
ス
し

な
い
こ
と
。
撮
る
人
た
ち
が
ど
う
い
う
思
い
で
撮
っ
て

い
る
か
私
に
は
わ
か
ら
な
い
の
で
、
撮
る
人
の
思
い
を

大
事
に
す
る
よ
う
に
。
そ
う
い
っ
た
教
え
方
の
工
夫
に

気
づ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

N
P
O
映
像
祭
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
で
、
作
品
を
出

展
し
て
準
グ
ラ
ン
プ
リ
を
と
り
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
当

日
、
映
像
制
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
参
加
者
の
方
に
再

会
し
、「
あ
の
時
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と

声
を
か
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
た
っ
た
2
回
、
数
時

間
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
出
会
い
を
覚
え
て
く
だ

さ
っ
て
い
た
の
は
嬉
し
か
っ
た
し
、
面
白
い
と
感
じ
ま

し
た
。
映
像
を
通
し
て
多
世
代
の
方
と
の
輪
が
つ
な
が

る
の
は
面
白
い
つ
な
が
り
だ
な
っ
て
。
結
果
そ
の
方
の

団
体
は
、
映
像
祭
で
優
秀
賞
を
受
賞
。
グ
ラ
ン
プ
リ
を

取
っ
た
の
も
別
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
ご
一
緒
し
て
い

た
方
で
し
た
。
様
々
な
世
代
の
方
々
に
出
会
っ
て
、
そ

の
分
だ
け
の
「
世
界
観
」
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

本
当
に
勉
強
に
な
っ
た
し
、
参
加
し
て
得
ら
れ
た
貴
重

な
経
験
で
す
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
こ
と
で
、「
映
像
の

見
方
」
が
変
わ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
映
像
を
知
っ
て

い
る
か
ら
こ
そ
撮
れ
な
い
撮
り
方
が
あ
る
と
か
。
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
教
え
て
い
る
と
、
素
人
な
ら
で
は
の
気

づ
き
が
あ
り
ま
す
。
映
像
を
撮
る
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、

映
像
を
通
し
た
人
の
つ
な
が
り
の
面
白
さ
。
い
ろ
い
ろ

な
世
界
観
。
出
会
っ
た
様
々
な
人
た
ち
が
き
っ
か
け

で
違
っ
た
見
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
の

よ
う
に
映
像
制
作
の
仕
事
に
就
き
た
い
、
と
職
種
ま
で

決
ま
っ
て
い
た
メ
ン
バ
ー
は
少
な
か
っ
た
の
で
、
夢
を

持
っ
た
人
た
ち
に
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
も
ら

い
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
夢
へ
の
道
に
直
接

つ
な
が
ら
な
く
て
も
、
間
接
的
に
つ
な
が
る
も
の
が
あ

る
と
思
う
か
ら
。

映
像
関
係
の
仕
事
に
就
き
た
い

様
々
な
「
人
と
の
つ
な
が
り
」
が
あ
り
ま
し
た

夢
を
持
っ
て
い
る
人
に
参
加
し
て
も
ら
え
た
ら

全
体
を
見
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
だ
か
ら
こ
そ
で

き
た
「
教
え
方
の
工
夫
」
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まちづくり

考
え
、
実
践
す
る
こ
と
を
通
し
て
得
た
視
点

学校・学年

基本データ

中央大学 2 年

藤沢市民まつり実行委員会

『何事にも理由をつけなさい』

団体名

活動中に印象
に残った言葉

青
あおき

木　亮
りょうへい

平

受入担当者より
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イ
ン
タ
ー
ン
先
は
、
藤
沢
市
民
ま
つ
り
実
行
委
員

会
。
藤
沢
市
民
ま
つ
り
（
以
下
、
市
民
ま
つ
り
）
の
会

場
の
1
つ
で
あ
る
秋
葉
台
会
場
で
、
誰
も
が
楽
し
め

る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
企
画
し
ま
し
た
。
企
画
内
容

に
対
し
て
、
O
K
を
も
ら
う
ま
で
の
道
の
り
が
長
く
、

大
学
と
は
レ
ベ
ル
が
違
う
と
感
じ
ま
し
た
。
大
学
で
は

3
0
0
人
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
を
担
っ

て
き
た
の
で
す
が
、
こ
ん
な
風
に
指
摘
さ
れ
た
経
験
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
担
当
の
桜
井
さ
ん
か
ら
O
K

を
も
ら
う
た
め
に
、
き
ち
ん
と
自
分
の
頭
の
中
を
整
理

し
理
由
付
け
を
行
い
、
G
O
サ
イ
ン
を
も
ら
え
る
よ

う
努
力
し
ま
し
た
。

　

市
民
ま
つ
り
当
日
は
、
途
中
か
ら
あ
い
に
く
の
雨
模

様
。
雨
天
仕
様
に
ス
タ
ン
プ
台
の
位
置
を
変
更
し
ま
し

た
。
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
る

子
ど
も
の
目
線
で
、
ど
こ
に
設
置
す
る
と
良
い
か
、
自

分
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
配
置
を
変
更
し
た

つ
も
り
で
し
た
。
で
も
、
年
配
者
と
い
う
想
定
外
の
参

加
に
よ
り
「
場
所
が
分
か
り
に
く
い
」
と
1
件
ク
レ
ー

ム
が
入
り
ま
し
た
。
参
加
者
の
動
き
方
と
自
分
の
想
定

が
異
な
っ
て
い
た
よ
う
で
、
参
加
し
た
5
0
0
組
の

う
ち
、
た
っ
た
1
組
で
す
が
、
全
員
の
満
足
感
を
得

ら
れ
る
こ
と
の
難
し
さ
を
実
感
し
た
出
来
事
で
し
た
。

　

そ
も
そ
も
こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
に
参
加
し
た
き
っ
か
け

は
、
長
期
で
活
動
す
る
こ
と
で
実
際
に
働
く
こ
と
に
近

い
内
容
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
た
め
で

す
。
先
輩
か
ら
の
話
で
は
、
企
業
の
イ
ン
タ
ー
ン
は
ほ

ぼ
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
た
り
、
短
期
の

た
め
き
ち
ん
と
し
た
業
務
ま
で
取
り
組
め
な
い
と
聞

い
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
も
う
一
つ
の
理
由

は
、
N
P
O
だ
か
ら
。
N
P
O
は
、
企
業
勤
め
の
人

が
週
末
だ
け
行
う
も
の
だ
と
思
っ
て
い
て
、
N
P
O

で
働
い
て
い
る
人
が
い
る
こ
と
や
、
就
活
で
N
P
O

に
行
く
と
い
う
視
点
を
持
つ
機
会
が
今
ま
で
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
長
期
の
イ
ン
タ
ー
ン
に
参
加
し
た
く
て
、

申
し
込
ん
だ
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
様
々
な

N
P
O
を
知
る
機
会
と
な
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
大

学
生
活
だ
け
で
は
考
え
た
こ
と
の
な
い
視
点
で
物
事
を

捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

活
動
中
に
は
「
組
織
の
中
で
の
働
き
方
」
を
意
識
し

ま
し
た
。「
誰
が
ど
ん
な
業
務
を
担
い
、
誰
が
そ
れ
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
か
？
」「
自
分
は
こ
の
チ
ー
ム
の
中

で
ど
う
動
い
た
ら
、
よ
り
良
く
な
る
の
か
？
」
を
き
ち

ん
と
考
え
、
さ
ら
に
業
務
を
行
う
上
で
の
改
善
提
案

を
、
自
分
か
ら
で
き
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
私
が
目
標
と
し
て
い
る
人
は
、
ア
ッ
プ
ル

元
C
E
O
の
故
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ス
で
す
。
藤

沢
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ス
に
な
る
べ
く
、
自
分
が

活
躍
で
き
る
フ
ィ
ー
ル
ド
で
、
今
既
に
あ
る
も
の
同
士

を
結
び
合
わ
せ
て
、
新
た
な
事
業
を
興
し
て
い
き
た
い

で
す
。
こ
ん
な
風
に
思
え
た
の
も
、
市
民
ま
つ
り
で
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
企
画
し
、
ど
う
し
た
ら
良
く
な
る

の
か
、
し
っ
か
り
考
え
る
機
会
を
与
え
て
も
ら
え
た
こ

と
。
ま
た
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
行
う
子
ど
も
た
ち
の

喜
ぶ
姿
を
実
際
に
見
て
、
や
り
が
い
を
感
じ
た
か
ら
で

す
。

な
か
な
か
O
K
を
も
ら
え
な
い

N
P
O
×
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
の
魅
力

藤
沢
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ス
に
な
り
た
い
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国際

F
a
c
e  

t
o  

f
a
c
e
で
得
た
信
頼
関
係

　〜
日
中
の
架
け
橋
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
〜

学校・学年

基本データ

神奈川大学 3 年

認定 NPO 法人
地球市民  ACT  かながわ／ TPAK

『国際交流や国際協力は褒め合うことも大事。
だけどお互いに改善点を指摘しあうことも大事。』

団体名

活動中に印象
に残った言葉

于
う

　宏
こうう

宇

受入担当者より
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私
は
、
中
国
の
大
連
出
身
で
す
。
父
の
仕
事
の
影
響

も
あ
り
、
将
来
日
本
で
団
体
、
も
し
く
は
会
社
を
立
ち

上
げ
て
、
日
中
の
交
流
を
促
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
今
、
大
学
で
国
際
経
営
を
学

ん
で
い
ま
す
。
そ
の
学
び
を
机
上
の
空
論
に
し
な
い
た

め
に
も
実
践
の
場
を
求
め
て
、
こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
応
募
し
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
先
は
、
事
務
局
と
の
面
談
を
通
じ
て

地
球
市
民
A
C
T
か
な
が
わ
／
T
P
A
K
（
以
下
、

T
P
A
K
）
に
決
め
ま
し
た
。
T
P
A
K
で
は
自
分

の
好
き
な
こ
と
、
目
指
す
も
の
な
ど
を
丁
寧
に
ヒ
ア
リ

ン
グ
し
て
も
ら
い
、
自
分
の
希
望
を
共
有
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら
自
分
の
希
望
に

応
じ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
例

え
ば
代
表
の
近
田
さ
ん
か
ら
、
非
営
利
組
織
の
経
営
に

つ
い
て
の
レ
ク
チ
ャ
ー
。
そ
れ
以
外
に
も
、
フ
ェ
ア
ト

レ
ー
ド
商
品
な
ど
の
仕
分
け
作
業
を
し
な
が
ら
、
事
務

局
長
の
伊
吾
田
さ
ん
か
ら
「
な
ぜ
こ
の
商
品
を
売
っ
て

い
る
の
か
？
」
な
ど
の
経
営
に
必
要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

T
P
A
K
で
は
、
ラ
ン
チ
の
際
に
み
ん
な
で
話
し

合
い
を
行
う
こ
と
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
地

元
に
つ
い
て
話
を
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
地
元
の

大
連
は
、
環
境
未
来
都
市
構
想
な
ど
で
日
本
と
の
つ
な

が
り
が
深
い
都
市
に
も
関
わ
ら
ず
、
メ
デ
ィ
ア
に
掲
載

さ
れ
る
情
報
が
少
な
い
の
で
、
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会

が
で
き
た
こ
と
が
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
団
体
の

S
W
O
T
分
析
を
ス
タ
ッ
フ
の
方
と
一
緒
に
行
う
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
自
分
の
視
野
よ
り
分

か
り
や
す
く
、
広
く
捉
え
て
お
り
、
や
は
り
社
会
人
は

違
う
な
と
感
じ
る
と
同
時
に
、
自
ら
の
視
点
が
変
わ
る

機
会
へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

言
葉
に
出
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と

を
重
視
し
て
い
る
T
P
A
K
。「
国
際
交
流
や
国
際
協

力
は
褒
め
合
う
こ
と
も
大
事
。
だ
け
ど
、
お
互
い
に
こ

う
い
う
と
こ
ろ
を
改
善
す
れ
ば
も
っ
と
良
く
な
る
よ
、

と
指
摘
し
あ
う
こ
と
も
大
事
。
そ
う
す
る
こ
と
で
信
頼

関
係
も
よ
り
密
接
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
言

葉
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
「
信
頼
関
係
」
を
築
く
た
め
に
は
、
互
い
に
認
め
合

う
こ
と
が
大
切
で
す
。
同
じ
日
本
人
同
士
で
も
考
え
方

や
価
値
観
は
千
差
万
別
。
ま
し
て
や
、
国
が
変
わ
れ
ば

違
う
こ
と
・
同
じ
こ
と
も
あ
る
の
は
当
然
の
こ
と
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
だ
か
ら
こ
そ
「
○
○
人
」
と

見
る
の
で
は
な
く
、
人
間
同
士
の
付
き
合
い
を
進
め
て

い
き
た
い
で
す
。

　

違
い
を
認
め
合
い
、
理
解
し
合
う
こ
と
。
イ
ン
タ
ー

ン
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
組
織
の
運
営
の
仕
組
み
を
学

び
ま
し
た
。
実
践
や
検
証
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
目
の

前
の
や
り
た
い
こ
と
を
進
め
、
勉
強
以
外
に
交
流
活
動

に
多
く
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
イ
ン
タ
ー
ン
で
T
P
A
K
に
伺
っ
た
際

に
、
一
時
期
、
私
が
体
調
を
崩
し
、
食
欲
が
無
か
っ
た

こ
と
を
知
る
と
、
近
田
さ
ん
が
「
き
ち
ん
と
食
べ
て
栄

養
つ
け
な
い
と
！
」、
と
ご
飯
を
作
っ
て
い
た
だ
い
た

り
、
皆
さ
ん
、
心
配
し
て
気
遣
っ
て
く
だ
さ
り
、
本
当

に
温
か
く
、
良
い
人
た
ち
に
巡
り
会
え
た
こ
と
を
感
謝

し
た
い
で
す
。

机
上
の
空
論
で
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に

人
と
人
と
し
て
関
わ
り
あ
う
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文化

自
分
ら
し
さ
を
出
し
て
い
け
る
自
分
へ

学校・学年

基本データ

芝浦工業大学 1 年

昔の遊びを伝える会

『自分らしさ、特徴、自分を出していく』

団体名

活動中、心が
けていたこと

尾
おのうえ

上　稀
きいち

一
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2
0
1
6
年
春
、
大
学
に
入
学
し
ま
し
た
。
昨
年

は
受
験
生
で
し
た
。
ひ
と
つ
上
の
兄
は
い
わ
ゆ
る
浪
人

で
、
兄
弟
二
人
で
受
験
勉
強
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

間
、
兄
が
塾
で
の
勉
強
で
は
な
く
イ
ン
タ
ー
ン
活
動
に

力
を
入
れ
て
お
り
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
興
味
を
持
ち

ま
し
た
。
進
学
が
決
ま
っ
た
時
、
兄
か
ら
誘
わ
れ
て
エ

ン
ト
リ
ー
を
し
ま
し
た
。
高
校
ま
で
は
卓
球
部
に
力
を

入
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
通
う
大
学
で
卓
球
に
関
わ
る

に
は
サ
ー
ク
ル
し
か
な
く
、
何
か
に
取
り
組
み
た
い
と

思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
何
か
を

教
え
た
り
し
た
経
験
が
あ
り
、
ま
た
以
前
教
わ
っ
た
先

生
が
い
る
な
ら
と
思
い
、
昔
の
遊
び
を
伝
え
る
会
で
活

動
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
学
で
は
以
前
か
ら
興
味
関
心
の
あ
っ
た
建
築
分
野

の
学
科
に
進
み
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ン
中
に
、
思
わ
ぬ

出
会
い
が
あ
り
、
嬉
し
い
体
験
を
し
ま
し
た
。
宿
場
体

験
ツ
ア
ー
と
い
う
事
業
で
藤
沢
宿
を
巡
っ
て
い
た
時
で

す
。
現
在
ま
で
残
っ
て
い
る
蔵
を
見
る
事
が
で
き
、
藤

沢
市
役
所
郷
土
歴
史
課
の
担
当
の
方
と
建
築
に
関
わ
る

話
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
新
し
く
建
て
ら

れ
た
宿
場
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
る
建
築
物
、
藤
沢
宿
交
流

館
で
の
事
業
に
携
わ
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
自
分
に

と
っ
て
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
担
当
し
て
下
さ
っ

た
佐
野
さ
ん
を
通
じ
、
同
じ
分
野
の
方
々
と
の
出
会
い

の
機
会
が
い
た
だ
け
た
こ
と
。
ま
た
自
分
が
持
っ
て
い

る
も
の
を
活
か
し
て
学
び
に
も
活
か
せ
る
こ
と
。
こ
れ

は
こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
な
ら
で
は
の
こ
と
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

担
当
と
し
て
関
わ
っ
た
事
業
で
は
、
シ
ニ
ア
世
代
に

混
ざ
っ
て
子
ど
も
達
に
縫
い
物
を
教
え
た
り
、
折
り
紙

で
ひ
な
人
形
や
花
飾
り
を
教
わ
り
な
が
ら
ま
た
教
え
た

り
、
と
い
く
つ
か
の
イ
ベ
ン
ト
に
携
わ
り
ま
し
た
。
そ

の
中
で
も
力
を
い
れ
て
取
り
組
ん
だ
の
は
、「
双
六
作

り
」の
企
画
。交
流
館
や
活
動
場
所
で
あ
る
蔵
ま
え
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
、
子
ど
も
た
ち
が
双
六
を
作
る
と
い
う
も
の

で
、
企
画
段
階
か
ら
実
際
の
現
場
で
指
導
す
る
と
こ
ろ

ま
で
を
担
当
し
ま
し
た
。
シ
ー
ル
の
色
に
ど
う
い
っ
た

意
味
を
持
た
せ
る
か
だ
っ
た
り
、
マ
ス
の
設
問
作
り
を

一
緒
に
行
っ
た
り
、
子
ど
も
達
の
目
線
を
意
識
し
な
が

ら
彼
ら
の
立
場
に
た
っ
た
企
画
作
り
を
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

今
も
ま
だ
ま
だ
で
す
が
、
人
前
で
話
す
こ
と
が
と
っ

て
も
苦
手
で
。
大
学
の
授
業
で
顔
が
カ
タ
イ
、
と
言
わ

れ
た
こ
と
も
。
ど
う
に
か
克
服
し
よ
う
と
笑
顔
の
練
習

を
し
て
み
た
り
。
自
己
演
出
と
い
う
と
言
い
過
ぎ
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
う
い
っ
た
努
力
を
し
て
い
た
中

で
、
同
じ
く
イ
ン
タ
ー
ン
活
動
に
取
り
組
む
仲
間
の
中

で
ひ
と
き
わ
活
気
の
あ
る
北
村
さ
ん
に
刺
激
を
受
け
ま

し
た
。
年
の
差
が
あ
る
メ
ン
バ
ー
の
中
で
自
分
を
出
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
う
ら
や
ま
し
く
感
じ
て
い
ま
し
た
。

今
後
は
人
前
で
も
、
自
分
ら
し
さ
、
自
分
の
特
徴
を
ど

ん
ど
ん
出
し
て
い
け
る
。
そ
ん
な
「
新
し
い
自
分
」
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
生
活
、
何
か
に
力
を
い
れ
て
取
り
組
ん
で
み
た

か
っ
た

思
わ
ぬ
出
会
い

子
ど
も
の
立
場
に
た
っ
た
目
線
を
意
識
し
ま
し
た

人
前
で
自
分
ら
し
さ
を
出
し
て
い
き
た
い
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国際

自
分
を
知
る
場
〜
対
話
の
中
で
得
ら
れ
た
気
づ

き
―
T
P
A
K
で
イ
ン
タ
ー
ン
し
て
〜

学校・学年

基本データ

東海大学 4 年

認定 NPO 法人
地球市民  ACT  かながわ／ TPAK

『年に 1 回のプレゼントより、日頃からその人の
ことを気にかけている方が、うれしいよね。』

団体名

活動中に印象
に残った言葉

冨
とみた

田　真
まほ

帆

受入担当者より
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「
ト
ピ
ッ
ク
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
宿
題

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
例
え
ば
「
経
済
発
展
は
必
要

か
？
」
な
ど
漠
然
と
し
た
も
の
で
も
何
で
も
い
い
と
の

こ
と
。
自
分
の
中
で
、
日
頃
問
題
だ
と
思
っ
て
い
た
こ

と
を
「
ト
ピ
ッ
ク
」
と
し
て
活
動
日
に
持
っ
て
い
き
ま

す
。

　

地
球
市
民
A
C
T
か
な
が
わ
／
T
P
A
K
（
以
下
、

T
P
A
K
）
で
は
、
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
ス
タ
ッ
フ
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
そ
こ
に
集
う
み
ん
な
で
社
会
情
勢

や
個
々
が
疑
問
に
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
話

し
合
う
時
間
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
話
し
合
う
環
境

を
通
じ
、
自
分
自
身
が
し
っ
か
り
と
そ
の
問
い
に
向
き

合
い
、
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
他
の

人
の
考
え
を
知
る
こ
と
で
自
分
の
思
考
の
ク
セ
や
大
切

し
て
い
る
思
い
な
ど
を
客
観
的
に
見
る
場
に
も
な
り
ま

し
た
。

　

海
外
支
援
は
「
現
地
で
の
活
動
の
み
」
と
こ
だ
わ
っ

て
い
た
自
分
が
い
ま
し
た
。
直
接
現
地
に
赴
い
て
、
現

地
の
人
の
笑
顔
を
見
る
こ
と
に
達
成
感
を
得
ら
れ
る
と

思
っ
て
い
た
ん
で
す
。
T
P
A
K
で
の
活
動
を
通
じ

て
、
日
本
に
居
な
が
ら
継
続
的
に
少
し
ず
つ
関
わ
る

こ
と
の
重
要
性
や
支
援
内
容
の
多
さ
に
気
づ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
日
本
で
も
で
き
る
支
援
に
関
し
て
、

T
P
A
K
の
方
が
こ
ん
な
話
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。「
年
に
1
回
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
プ
レ
ゼ
ン
ト
よ
り
も
、

日
頃
か
ら
ち
ょ
っ
と
ず
つ
声
を
か
け
て
、
そ
の
人
の
こ

と
を
気
に
か
け
て
い
る
方
が
、
関
係
の
密
度
が
濃
く
な

り
、
う
れ
し
い
よ
ね
」。
派
手
で
は
な
い
か
も
し
れ
な

い
け
ど
、
小
さ
な
シ
ン
プ
ル
な
方
法
で
も
、
こ
ん
な
に

も
た
く
さ
ん
、
で
き
る
こ
と
が
あ
る
ん
だ
！
と
目
か
ら

う
ろ
こ
が
落
ち
る
ほ
ど
、
大
切
な
こ
と
を
学
ん
だ
時
間

で
し
た
。

　

講
演
会
に
て
、
タ
イ
の
子
ど
も
た
ち
が
作
っ
た
フ
ェ

ア
ト
レ
ー
ド
商
品
を
販
売
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

当
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
関
わ
る
中
学
生
6
人
の
サ

ポ
ー
ト
も
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
販
売
時
は
お
客

さ
ん
に
単
に
こ
ち
ら
の
思
い
を
伝
え
る
の
で
は
な
く
、

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
価
値
を
伝
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と

学
び
ま
し
た
。「
こ
れ
っ
て
か
わ
い
い
け
ど
、誰
が
作
っ

た
の
？
」
と
聞
い
て
も
ら
え
た
時
が
チ
ャ
ン
ス
！
楽
し

み
な
が
ら
国
際
協
力
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
誰
で
も
活

動
に
関
わ
り
や
す
い
雰
囲
気
を
作
る
こ
と
に
意
義
を
感

じ
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
わ
る
中
学
生
に
対
し

て
は
、「
仕
事
を
す
る
の
は
楽
し
い
ん
だ
よ
」
と
口
で

説
明
す
る
の
で
は
な
く
、
一
緒
に
作
業
し
た
り
、
取
り

組
む
こ
と
で
楽
し
さ
を
感
じ
取
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

意
識
し
ま
し
た
。

　

知
ら
な
い
文
化
・
人
に
会
う
こ
と
。
私
は
そ
れ
が
好

き
だ
し
、
そ
れ
が
で
き
る
の
が
国
際
協
力
活
動
の
魅
力

だ
と
思
い
ま
す
。
人
や
社
会
の
た
め
に
も
な
る
し
、
自

分
の
た
め
に
も
な
る
か
ら
で
す
。
海
外
に
行
く
と
心
が

動
く
け
ど
、
一
方
で
地
道
に
、
着
実
な
取
り
組
み
を
知

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
T
P
A
K
で
イ
ン
タ
ー
ン

を
行
う
こ
と
が
で
き
た
価
値
だ
と
思
い
ま
す
。
4
月

か
ら
は
電
子
書
籍
を
取
り
扱
う
企
業
に
就
職
し
ま
す
。

今
後
は
海
外
で
楽
し
ん
だ
分
、
T
P
A
K
で
学
ん
だ
、

「
日
本
に
居
な
が
ら
で
き
る
支
援
の
方
法
」
を
通
じ
て
、

恩
返
し
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

共
有
す
る
場
を
通
じ
得
た
経
験

日
々
の
支
援
の
重
要
性
に
気
づ
い
た
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まちづくり

挑
戦
し
た
こ
と
に
意
義
が
あ
る
！

　
　〜
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
を
活
か
し
て
〜

学校・学年

基本データ

日本大学 3 年

認定 NPO 法人
藤沢市市民活動推進連絡会

『辛くても逃げないよね』

団体名

活動中に印象
に残った言葉

宇
うさみ

佐美　乃
あいり

理

受入担当者より
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今
ま
で
、
大
学
を
出
る
と
な
ん
と
な
く
社
会
と
い
う

レ
ー
ル
の
上
に
乗
っ
か
っ
て
い
く
ん
だ
な
、
と
漠
然
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
一
方
で
、「
何
か
」
を
変
え
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
5
ヶ
月
間
は
本
当
に
内
容
の
濃
い
日
々
で
し

た
。
大
学
で
は
経
験
で
き
な
い
こ
と
を
し
た
し
、
こ
れ

ほ
ど
辛
い
こ
と
な
ん
て
無
い
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
今

ま
で
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
や
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
感
じ

て
い
た
こ
と
が
、
実
は
「
自
分
に
で
き
る
こ
と
、
向
い

て
い
る
こ
と
」
な
の
で
は
と
思
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

N
P
O
の
こ
と
を
知
る
良
い
機
会
に
も
な
り
ま
し

た
。
友
人
た
ち
に
N
P
O
で
イ
ン
タ
ー
ン
を
し
て
い

る
こ
と
を
話
す
と
、
初
め
て
N
P
O
を
聞
い
た
人
が

多
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、「
本
当
に
自
分
の
為
に
な
っ

て
い
る
の
？
」、「
学
校
の
こ
と
よ
り
も
大
事
な
の
？
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
“
他
に

は
経
験
で
き
な
い
こ
と
が
で
き
る
”
こ
と
が
N
P
O

イ
ン
タ
ー
ン
の
特
徴
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
藤
沢
市
市

民
活
動
推
進
連
絡
会
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
で
は
、
“
な
ぜ

こ
れ
が
必
要
な
の
か
？
”と
、
行
う
こ
と
の
先
に
あ
る

理
由
や
意
味
ま
で
教
え
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
ラ
ジ
オ
の
生
出
演
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情

報
誌
の
『
V
O
L
U
N
T
E
E
R
S
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ー

ズ
）』
の
編
集
、
藤
沢
市
民
ま
つ
り
と
い
っ
た
イ
ベ
ン

ト
で
の
運
営
等
へ
の
参
加
な
ど
、
普
段
の
学
生
生
活
で

は
な
か
な
か
経
験
で
き
な
い
チ
ャ
ン
ス
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
が
、
こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
に
参
加
し
た
成
果

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
回
成
果
発
表
会
に
向
け
て
、
私
は
“
総
監
督
”
に

立
候
補
し
ま
し
た
。
成
果
発
表
会
は
、
自
分
の
取
組
み

や
成
長
し
た
姿
を
伝
え
る
集
大
成
の
場
。
そ
ん
な
大
役

に
意
気
込
ん
で
挑
戦
し
ま
し
た
が
、
本
当
に
辛
か
っ
た

で
す
。
か
つ
て
、
部
活
で
自
ら
立
候
補
し
た
リ
ー
ダ
ー

が
、
途
中
で
逃
げ
て
し
ま
っ
た
様
子
を
見
て
い
た
の

で
、
絶
対
に
逃
げ
ず
に
頑
張
ろ
う
、
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
実
際
に
総
監
督
に
就
く
と
、
ど
う
進
め
て

い
い
の
か
分
か
ら
な
い
し
、
気
持
ち
ば
か
り
が
急
い
て

し
ま
い
、
誰
に
相
談
し
た
ら
良
い
の
か
も
分
か
ら
な
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
み
て
、
初
め

て
そ
の
子
の
大
変
さ
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

3
期
の
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
、
リ
ー
ダ
ー
経
験
者

が
多
く
、
学
ぶ
部
分
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
私
が
間

違
っ
た
こ
と
を
言
え
ば
、
そ
れ
を
指
摘
し
て
く
れ
る
メ

ン
バ
ー
が
い
た
り
、
指
示
が
無
く
て
も
自
ら
動
く
メ
ン

バ
ー
が
多
か
っ
た
こ
と
に
後
で
気
が
つ
き
ま
し
た
。
発

表
会
が
終
わ
る
と
不
思
議
と
、
自
然
と
体
も
軽
く
感

じ
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
て
い
た
こ
と
に
改
め
て
気

づ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
担
当
の
桜
井
さ
ん
か
ら

は
、「
逃
げ
ず
に
き
ち
ん
と
取
り
組
ん
だ
ね
」
と
言
っ

て
い
た
だ
き
、
自
信
が
つ
い
た
気
が
し
ま
す
。

　
「
何
事
も
挑
戦
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
」。
自
分

は
、
こ
う
い
う
人
だ
か
ら
、
と
決
め
つ
け
る
の
で
は
な

く
、
そ
の
枠
を
取
り
払
っ
て
、
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
を
活

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
焦
り
を
感
じ
て
い
る

学
生
に
は
、
ぜ
ひ
こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
参
加
す
る
こ
と
を
お
ス
ス
メ
し
た
い
で
す
。

「
何
か
」
が
変
わ
っ
た
内
容
の
濃
い
5
ヶ
月

“責
任
”を
負
う
こ
と
で
得
た
も
の
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国際

自
然
と
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
、
そ
ん
な

　
　お
も
し
ろ
い
ひ
と
に
な
り
た
い

学校・学年

基本データ

高校 3 年

NPO 法人
ハーモニーインターナショナル

『あなたっておもしろいね！』

団体名

活動中に印象
に残った言葉

北
きたむら

村　萌
めぐ

ワカモノより
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「
今
年
か
ら
高
校
生
コ
ー
ス
が
始
ま
る
み
た
い
だ

よ
」。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
い
た
団
体
の

方
か
ら
そ
う
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
学
受
験
を

控
え
て
い
ま
し
た
が
、
志
望
し
て
い
る
大
学
に
は
課
外

活
動
の
実
績
が
必
要
な
事
と
、
ど
う
せ
な
ら
学
校
に
評

価
さ
れ
る
よ
り
も
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
、
と
思
い

参
加
を
決
め
ま
し
た
。
ま
た
日
本
の
英
語
教
育
を
変
え

た
い
！
と
の
思
い
が
強
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
教
育

機
関
や
政
治
家
か
ら
で
は
な
く
、
私
た
ち
か
ら
変
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
も
気
づ
き
、
N
P
O

や
N
G
O
の
現
場
を
学
ぶ
た
め
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
で
の
活
動
を
希
望
し
ま
し
た
。

　

将
来
的
に
は
お
金
を
稼
ぎ
、
貧
困
層
を
助
け
る
活
動

を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
単
純
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
す
る
の
で
は
な
く
、
世
界
の
価
値
観
を
変
え
て
い
く

こ
と
が
大
事
な
の
か
な
と
イ
ン
タ
ー
ン
中
に
感
じ
ま
し

た
。
お
金
が
優
先
さ
れ
る
価
値
の
前
に
大
事
に
で
き
る

こ
と
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
れ
が
格
差
を
埋
め
る

き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
？
そ
し
て
自
分
と
し
て
で
き

る
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
は
教
育
が
悪
い
、
み
た
い

に
決
め
つ
け
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
教
育
以
外

の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
で
解
決
で
き
る
こ
と
も
あ
る
か

も
、
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。
こ
れ
は
自
分
の

中
で
と
て
も
大
き
な
変
化
で
し
た
。

　

団
体
で
の
活
動
で
は
、
自
由
に
や
り
た
い
こ
と
を

実
行
で
き
る
環
境
作
り
か
ら
走
り
始
め
る
所
ま
で
経

験
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

学
校
で
は
抑
圧
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
か
、
多
数
派

に
の
ま
れ
て
し
ま
い
、
自
分
の
意
見
が
な
か
な
か
反

映
さ
れ
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
の
で
。
自
分
の
理
想

が
叶
っ
て
い
く
嬉
し
さ
、
組
織
の
中
で
意
見
が
尊
重

さ
れ
る
こ
と
が
本
当
に
私
に
と
っ
て
貴
重
な
体
験
で

し
た
。
ま
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
も
素
敵
な
出
会
い

が
あ
り
ま
し
た
。
同
じ
3
期
生
の
竹
島
さ
ん
は
ま

さ
に
自
分
の
中
に
あ
る
「
先
輩
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
」

で
し
た
。
成
果
発
表
会
で
二
人
と
も
司
会
を
担
当
し

て
、
一
緒
に
打
ち
合
わ
せ
な
ど
し
て
い
る
時
に
、
た

く
さ
ん
の
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。
年
の
差
や
立
場
も

関
係
な
く
フ
ラ
ッ
ト
に
、
お
互
い
が
刺
激
を
も
ら
い

あ
う
関
係
。
も
と
も
と
司
会
が
得
意
で
は
な
く
失
敗

し
た
ら
…
と
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
当
日
は
そ
の

逆
境
を
は
ね
の
け
て
成
功
を
収
め
る
事
が
出
来
ま
し

た
。
そ
ん
な
関
係
を
築
く
こ
と
が
出
来
た
の
も
竹
島

さ
ん
の
お
か
げ
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
「
あ
な
た
っ
て
お
も
し
ろ
い
ね
！
」
竹
島
さ
ん
か

ら
言
わ
れ
た
こ
の
ひ
と
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
目
指
し

た
い
自
分
が
見
え
た
気
が
し
ま
し
た
。
自
然
と
巻
き

込
ま
れ
て
し
ま
う
、
お
も
し
ろ
い
ひ
と
に
な
る
こ

と
。
そ
し
て
、
専
門
的
な
職
業
に
つ
き
、
自
分
に
し

か
出
来
な
い
事
で
世
界
を
変
え
る
た
め
の
何
か
が
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
ど
ん
な
時
、
ど
ん
な
立

場
で
も
、
よ
き
先
輩
で
あ
り
た
い
で
す
。

高
校
生
コ
ー
ス
が
始
ま
る
み
た
い
だ
よ
。

世
界
を
変
え
て
い
く
、
自
分
も
何
か
し
た
い

理
想
を
か
な
え
て
く
れ
た
団
体
、
そ
し
て
一
人
の

先
輩
と
の
出
会
い

よ
き
先
輩
で
あ
り
た
い
、”
お
も
し
ろ
い
ひ
と
”

に
な
り
た
い
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まちづくり

「
最
後
ま
で
や
り
き
る
」
こ
と
を
心
に
誓
っ
て

学校・学年

基本データ

東海大学 3 年

NPO 法人
まちづくりスポット茅ヶ崎

『茅ヶ崎に引っ越した人が何十年後かにココに来て
良かったと、思ってもらえるように』

団体名

活動中に印象
に残った言葉

藤
ふじさわ

澤　真
まお

雄

受入担当者より
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元
々
面
倒
く
さ
が
り
屋
で
6
ヶ
月
は
長
い
な
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
大
勢
の
前
で
発
表
す
る
こ
と
も
得

意
で
は
な
い
し
、
苦
手
意
識
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
と

に
か
く
、
何
か
１
つ
取
り
組
ん
で
み
よ
う
、
自
分
の
や

り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
た
い
！
と
い
う
気
持
ち
で
、
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
申
し
込
ん
で
み
ま
し
た
。
た
ま
た
ま

ゼ
ミ
の
友
人
が
、
大
学
内
で
行
わ
れ
た
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
説
明
会
に
参
加
し
て
い
て
、
そ
の
友
人
と
自
分
の

や
り
た
い
こ
と
を
話
し
合
っ
て
い
る
う
ち
に
「
じ
ゃ

あ
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
み
て
は
？
と
紹
介

さ
れ
た
こ
と
が
」
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　

将
来
は
、
漠
然
と
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
仕
事
が
し

た
い
な
、
と
思
っ
て
い
た
の
も
あ
り
、
浜
見
平
団
地
の

中
に
あ
る
、
ま
ち
づ
く
り
ス
ポ
ッ
ト
茅
ヶ
崎
（
以
下
、

ま
ち
ス
ポ
茅
ケ
崎
）
に
決
め
ま
し
た
。
ま
ち
ス
ポ
茅
ケ

崎
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
を
中
心
に
活
動
を
し
ま
し
た
。
一

か
ら
企
画
し
、
運
営
ま
で
す
べ
て
取
り
組
む
の
が
初
め

て
で
経
験
が
で
き
た
こ
と
が
と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い

て
、
結
果
そ
れ
が
自
信
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。

　

か
つ
て
は
、
段
取
り
を
人
に
任
せ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
で
す
。
だ
け
ど「
最
後
ま
で
や
り
き
る
」と
心
に
誓
っ

て
い
た
の
で
、
ま
ち
ス
ポ
茅
ケ
崎
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ

ん
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
主
体
的
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
チ
ラ
シ
の
つ
く
り
方
・
内
容
に
関
し

て
も
、「
ど
う
し
た
ら
目
に
留
ま
る
の
か
？
」
を
考
え

つ
つ
、
文
章
に
関
し
て
は
、
様
々
な
方
に
読
ん
で
、
添

削
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

家
に
い
る
時
、「
チ
ラ
シ
を
何
百
部
も
印
刷
し
、
配

布
し
た
け
ど
、
赤
字
に
な
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
」
と
い

う
不
安
が
頭
を
よ
ぎ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
イ
ベ
ン

ト
が
終
わ
る
ま
で
は
、
不
安
と
の
闘
い
で
し
た
。
心
臓

が
口
か
ら
飛
び
出
る
く
ら
い
ド
キ
ド
キ
し
て
い
た
の

で
、
本
当
に
行
き
た
く
な
い
、
と
ま
で
思
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
不
安
を
一
掃
す
る
よ
う

に
、
イ
ベ
ン
ト
は
無
事
に
成
功
。
達
成
感
と
と
も
に
、

何
よ
り
も
安
心
感
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

自
分
で
物
事
を
考
え
る
こ
と
が
苦
手
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
の
活
動
を
通
じ

て
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
か
ら
運
営
ま
で
の
一
連
の
取
組

み
を
、
未
熟
な
が
ら
「
最
後
ま
で
や
り
き
る
」
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ま
ち
ス
ポ
茅
ケ
崎
で
イ
ン
タ
ー

ン
を
し
た
こ
と
で
、
普
段
生
活
す
る
中
で
は
見
え
に
く

い
、
縁
の
下
の
力
持
ち
と
し
て
ま
ち
を
支
え
、
貢
献
し

て
い
た
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

担
当
の
柴
田
さ
ん
が
、「
茅
ヶ
崎
に
引
っ
越
し
て
き
た

方
が
、何
十
年
後
か
に
、こ
こ
に
住
ん
で
本
当
に
良
か
っ

た
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
日
々
活
動
し
て
い
る

こ
と
を
聞
き
、
自
分
は
、「
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
っ
て

い
き
た
い
。
衣
食
住
の
『
住
』
を
通
じ
て
、
人
の
人
生

に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
」と
決
意
を
固
め
ま
し
た
。「
最

後
ま
で
や
り
き
る
」、
と
い
う
経
験
を
し
た
こ
と
で
、

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
ら
れ
た
上
、
今
後
の

成
長
に
必
要
な
「
自
信
」
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
た
い

最
後
ま
で
や
り
き
る
こ
と
で
得
た
自
信

ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い
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国際

芯
を
通
し
て
考
え
る
機
会
を
得
て 学校・学年

基本データ

成城大学 3 年

認定 NPO 法人
ADRA  Japan

『莉子ちゃんは、このイベントで何がしたいの？』

団体名

活動中に印象
に残った言葉

高
たかだ

田　莉
りこ

子

受入担当者より
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元
々
、
世
界
遺
産
を
求
め
、
世
界
中
を
旅
し
て
き
ま

し
た
。
実
際
に
そ
の
現
場
に
行
き
、自
分
の
目
で
見
て
、

空
気
を
味
わ
う
こ
と
で
、
文
化
や
歴
史
を
イ
ン
プ
ッ
ト

し
、
実
感
で
き
る
。「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」。
こ
れ

が
私
の
信
条
で
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
も

「
働
い
て
い
る
人
が
近
く
に
居
れ
ば
、
何
か
学
べ
る
の

で
は
な
い
か
」
と
い
う
雲
を
も
掴
む
よ
う
な
思
い
で
取

り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
は
、
主
に
2

点
あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
は
、「
目
的
を
も
っ
て
考
え
る
」

こ
と
。
も
う
1
つ
は
、「
理
由
付
け
し
て
丁
寧
に
順
序

立
て
る
」
こ
と
。
例
え
ば
、「
A
D
R
A 

J
a
p
a
n

を
知
っ
て
も
ら
う
。
そ
の
た
め
に
、
冊
子
を
作
ろ
う
。

そ
の
た
め
に
、
内
容
を
考
え
る
。
そ
の
た
め
に
、
手
に

取
っ
て
も
ら
い
た
い
人
に
読
み
や
す
い
文
章
に
し
よ
う

…
」
と
丁
寧
に
段
取
り
を
考
え
て
い
く
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
当
た
り
前
の
こ
と
だ
け
ど
、
今
ま
で
意
識
し
て

い
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　

9
月
に
実
施
し
た
小
規
模
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
を
し

た
こ
と
に
よ
り
、
成
長
で
き
た
と
実
感
し
ま
し
た
。
イ

ベ
ン
ト
は
企
画
に
行
き
詰
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

イ
ベ
ン
ト
自
体
は
ス
タ
ッ
フ
の
方
の
サ
ポ
ー
ト
の
お
陰

で
成
功
し
ま
し
た
。
こ
の
経
験
か
ら
得
た
の
は
、「
芯

を
持
つ
」
こ
と
と
、「
柱
を
立
て
る
」
こ
と
で
す
。

　
「
莉
子
ち
ゃ
ん
は
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
何
が
し
た
い

の
？
」。
ス
タ
ッ
フ
の
方
か
ら
言
わ
れ
た
何
気
な
い
一

言
で
、
私
は
ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
、
自

分
の
中
で
芯
が
通
っ
て
い
な
か
っ
た
ん
で
す
。
き
ち
ん

と
柱
を
立
て
て
い
く
こ
と
で
、
自
分
の
中
で
落
と
し
込

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
1
2
月
に

リ
ベ
ン
ジ
の
機
会
を
得
ま
し
た
。
今
度
は
9
月
の
イ

ベ
ン
ト
よ
り
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
で
、
目
的
は
、
参
加

し
た
方
が
A
D
R
A 

J
a
p
a
n
の
サ
ポ
ー
タ
ー
に

な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
。
当
日
の
集
客
は
も
ち
ろ
ん
、

意
図
し
て
い
た
反
応
が
参
加
者
か
ら
あ
り
、
目
的
通
り

に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
企
画
段
階
か

ら
き
ち
ん
と
柱
を
立
て
て
、
目
的
を
意
識
し
、
イ
ベ
ン

ト
当
日
ま
で
の
段
取
り
を
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が
ら
行
っ
た
お
か
げ
で
す
。

　

活
動
最
終
日
に
は
、「
莉
子
ち
ゃ
ん
は
、
学
ぶ
姿
勢

が
強
く
、
求
め
る
も
の
以
上
の
成
果
を
出
し
て
も
ら
え

た
。
ス
タ
ッ
フ
と
同
等
の
存
在
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
本
当
に
莉
子
ち
ゃ
ん
に
来
て
も
ら
え
て
良
か
っ

た
」
と
言
っ
て
い
た
だ
き
、
思
わ
ず
う
る
う
る
し
て
し

ま
う
ほ
ど
、
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
で
の
経
験
は
、
A
D
R
A 

J
a
p
a
n

だ
か
ら
こ
そ
出
来
た
も
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
担
当

部
署
の
お
三
方
か
ら
は
、
ゴ
ー
ル
は
自
分
で
見
つ
け
ら

れ
る
よ
う
に
道
筋
を
作
っ
て
い
た
だ
き
、
的
確
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
も
ら
い
ま
し
た
。
ご
担
当
い
た
だ
い
た
永
井

さ
ん
、
百
々
さ
ん
、
山
本
さ
ん
の
元
で
イ
ン
タ
ー
ン
す

る
こ
と
が
で
き
て
、
本
当
に
良
か
っ
た
と
実
感
し
て
い

ま
す
。
近
い
将
来
、「
A
D
R
A 
J
a
p
a
n
で
の
経

験
が
あ
っ
た
か
ら
、
今
の
自
分
が
い
る
ん
で
す
！
」
と

自
信
を
持
っ
て
ご
報
告
で
き
る
よ
う
に
、
成
長
し
た
姿

を
お
見
せ
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

働
く
人
を
身
近
に
感
じ
て
吸
収
し
た
い

「
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
何
が
し
た
い
の
？
」

A
D
R
A
が
あ
る
か
ら
、
今
の
自
分
が
あ
る
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環境

ま
ず
経
験
し
て
み
よ
う
！
と
思
う
よ
う
に

学校・学年

基本データ

藤沢清流高校 1 年

認定 NPO 法人
ゆい

『いろんなことをやってみなさい、成功すれば成果
になるし、失敗すれば教訓になりますよ。』

団体名

活動中に印象
に残った言葉

近
こんどう

藤　大
ひろと

翔

団体の方より
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高
校
で
入
っ
て
い
る
部
活
の
一
環
と
し
て
N
P
O

に
関
わ
っ
た
の
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
知
る
き
っ
か
け
で

し
た
。
学
校
の
先
生
に
勧
め
ら
れ
た
の
で
な
ん
と
な

く
、
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。
た
だ
事
務
局

の
方
と
の
面
談
な
ど
通
じ
て
、「
や
っ
て
み
た
い
な
」

と
次
第
に
感
じ
て
い
っ
て
。
受
入
団
体
の
中
で
活
動
し

て
い
く
う
ち
に
、
段
々
と
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
と
、

団
体
の
や
っ
て
い
る
こ
と
が
リ
ン
ク
し
て
い
っ
た
こ
と

に
気
づ
き
ま
し
た
。
そ
こ
が
参
加
を
通
じ
て
起
こ
っ
た

大
き
な
変
化
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
の
方
々
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
る
う
ち

に
、
N
P
O
と
い
う
存
在
に
対
し
て
の
考
え
が
大
き

く
変
わ
り
ま
し
た
。
ど
う
い
っ
た
活
動
を
し
て
い
る
の

か
が
段
々
わ
か
っ
て
き
て
。
植
栽
ひ
と
つ
と
っ
て
も
、

た
だ
活
動
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
ち
の
た
め
、

地
域
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
と
理
解
で
き
、
明
ら
か

に
見
え
方
が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
定
例
会
な
ど
で
そ

う
い
っ
た
思
い
や
考
え
を
何
度
も
聞
く
こ
と
が
出
来
ま

し
た
し
、
そ
う
い
う
面
を
踏
ま
え
て
砂
草
講
座
な
ど
で

参
加
者
の
方
へ
紹
介
を
し
て
い
く
の
で
、
街
の
人
に
も

伝
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
今
後
は

そ
の
砂
草
講
座
で
、
自
分
が
作
っ
た
動
画
を
流
し
て
も

ら
え
た
ら
嬉
し
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

や
っ
て
き
た
こ
と
を
並
べ
て
み
る
と
、
活
動
へ
の
参

加
、
撮
影
、
動
画
編
集
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
れ
ぞ
れ

い
ろ
ん
な
ス
キ
ル
が
得
ら
れ
る
経
験
が
で
き
た
な
あ

と
。
撮
影
や
編
集
の
際
に
は
、
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
と

集
ま
っ
て
、
意
見
や
助
言
を
も
ら
い
な
が
ら
、「
相
談

す
る
こ
と
」
を
意
識
し
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

気
を
つ
け
て
い
た
の
は
自
分
か
ら
動
け
る
よ
う
に
と
い

う
こ
と
。
動
画
の
構
成
に
つ
い
て
ま
ず
自
分
で
考
え
て

進
め
る
こ
と
や
、
力
仕
事
な
ど
は
率
先
し
て
取
り
組
む

よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。
中
で
も
撮
影
は
、
一
度
逃
し

て
し
ま
う
と
も
う
撮
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
リ
ス
ク
が

あ
り
ま
す
。
一
度
後
悔
し
た
場
面
も
あ
っ
て
、
チ
ャ
ン

ス
を
逃
さ
な
い
よ
う
に
、
自
分
か
ら
積
極
的
に
動
き
ま

し
た
。
そ
う
い
っ
た
今
ま
で
や
っ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
新
鮮
な
、
興
味
深
い
体
験
が
出

来
た
こ
と
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
に
参
加
す
る
前
ま
で
は
、
N
P
O
が

何
な
の
か
、
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
N
P
O
が
ど

ん
な
思
い
で
活
動
し
て
い
る
か
な
ど
、
ゆ
い
さ
ん
の
活

動
や
自
分
の
体
験
談
を
、
今
後
、
何
か
の
機
会
が
あ
れ

ば
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
活
動
中
、
代

表
の
荒
井
さ
ん
か
ら
「
い
ろ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
み
な

さ
い
、
成
功
す
れ
ば
成
果
に
な
る
し
、
失
敗
す
れ
ば
教

訓
に
な
り
ま
す
よ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
さ
に
今
回
の
活
動
自
体
が
そ
の
通
り
で
し
た
。

実
際
に
活
動
し
て
み
て
、
自
分
の
自
信
や
成
果
に
な
っ

た
し
、
失
敗
し
た
こ
と
は
次
こ
う
し
よ
う
と
す
る
き
っ

か
け
に
な
り
、
ま
ず
経
験
し
て
み
よ
う
、
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
な
か
っ

た
ら
、
む
し
ろ
後
悔
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

な
ん
と
な
く
、
か
ら
や
り
た
い
こ
と
に
変
化

参
加
し
て
い
な
か
っ
た
ら
む
し
ろ
後
悔
し
て
い
た

活
動
か
ら
見
え
て
き
た
N
P
O
の
姿

「
新
鮮
な
」「
興
味
深
い
」
体
験
が
出
来
た
こ
と
が

楽
し
か
っ
た
で
す
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文化

学校・学年

基本データ

早稲田大学 3 年

NPO 法人
湘南遺産プロジェクト

『仕事とは別の軸を持っておけ。長い人生の中でど
う活きるか分からない』

団体名

活動中に印象
に残った言葉

江
えばた

端　佐
さちこ

知子

正
面
か
ら
本
気
で
ぶ
つ
か
る
事
で
得
た

　
　地
域
と
の
繋
が
り

受入担当者より
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こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
知
っ
た
の
は
、「
藤
沢
市　

イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
で
検
索
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
し

た
。
行
政
の
仕
事
に
つ
き
た
い
、
地
元
の
こ
と
を
知
り

た
い
、
周
り
の
学
生
と
は
違
う
経
験
を
し
た
い
。
だ
か

ら
、
企
業
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
は
違
う
な
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
行
政
の
イ
ン
タ
ー
ン
に
関
し
て
も
、
二
日
間
く

ら
い
し
か
な
く
意
味
が
あ
る
の
か
、
と
も
思
っ
て
い

て
。
だ
か
ら
地
元
の
藤
沢
で
、
N
P
O
で
の
イ
ン
タ
ー

ン
が
で
き
る
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。
塾

講
師
の
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
も
し
て
い
て
、
子
ど
も
、
福

祉
、
に
関
わ
り
は
あ
り
ま
し
た
。
な
の
で
、
同
世
代
以

外
の
世
代
と
の
関
わ
り
が
欲
し
く
て
、
活
動
先
に
関
し

て
は
シ
ニ
ア
の
方
々
が
活
動
し
て
い
る
団
体
を
希
望
し

ま
し
た
。

　

企
業
イ
ン
タ
ー
ン
と
違
っ
て
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
長
期
間
で
関
わ
れ
る
こ
と
、
組
織
に
深
く
関
わ
れ

る
こ
と
が
特
徴
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
担
当
者
の
方

と
や
り
と
り
を
す
る
中
で
、
目
的
意
識
を
持
っ
て
活
動

で
き
る
こ
と
も
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
。
私
は
と
て

も
運
が
良
く
、
ま
だ
活
動
２
年
目
の
団
体
で
イ
ン
タ
ー

ン
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
団
体
の
基
礎
づ
く
り
に

関
わ
れ
て
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
人
生
の
先
輩
方
で
も
あ
る
団
体
の
方
々

か
ら
の
厳
し
い
ご
指
摘
を
バ
シ
バ
シ
受
け
な
が
ら
、
自

分
自
身
の
成
長
を
実
感
し
な
が
ら
活
動
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
団
体
の
発
展
に
、
い
か
に
自
分
が
関
わ
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
。
そ
れ
を
模
索
し
な
が
ら
活
動
し

た
半
年
間
だ
っ
た
気
が
し
ま
す
。
特
に
和
田
さ
ん
に
は

教
わ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。

　

活
動
中
に
こ
だ
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
、「
正
面
か
ら

本
気
で
ぶ
つ
か
る
事
」
で
す
。
メ
ン
バ
ー
の
方
々
か

ら
の
期
待
に
応
え
た
い
、
と
い
う
の
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、「
地
域
で
人
と
関
わ
る
」
こ
と
を
大
事
に
し
た

か
っ
た
の
で
、
ま
ず
は
自
分
か
ら
真
っ
向
か
ら
ぶ
つ
か

る
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
け
る
よ

う
に
、
と
考
え
て
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
ろ
い

ろ
な
方
か
ら
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
い
た
だ
い
た
際
に
、

自
分
自
身
が
知
ら
な
か
っ
た
成
長
や
気
づ
き
を
た
く
さ

ん
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
家
族
に
恵
ま
れ
て
い
た

こ
と
。
そ
れ
が
優
し
さ
と
感
動
を
伝
え
ら
れ
る
原
動
力

と
な
っ
て
い
る
こ
と
。
発
信
し
て
い
く
力
が
つ
い
た
こ

と
。
感
性
を
磨
く
こ
と
が
で
き
、
文
章
力
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
こ
と
…
。
他
人
か
ら
教
わ
る
こ
と
っ
て
意

外
に
少
な
い
で
す
。
こ
う
い
っ
た
機
会
を
得
る
こ
と
が

で
き
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
良
か
っ
た
な
あ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
、
た
く
さ
ん
の
良
い
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
、「
仕
事
と
は
別
の
軸
を
持
っ

て
お
き
な
さ
い
。
長
い
人
生
の
中
で
ど
う
生
き
る
か
わ

か
ら
な
い
か
ら
。」
と
い
う
言
葉
が
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
言
葉
を
胸
に
視
野
を
広
く
持
ち
、
私
が
こ

の
活
動
で
出
会
っ
た
尊
敬
で
き
る
方
々
の
よ
う
な
社
会

人
に
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

き
っ
か
け
は
、
“
藤
沢
市

　イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
”

で
検
索
！

私
が
気
づ
か
な
か
っ
た
私
の
成
長

い
か
に
団
体
の
発
展
に
関
わ
る
こ
と
が
出
来
る
か
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まちづくり

学校・学年

基本データ

日本大学 3 年

NPO 法人
湘南スタイル

『目的や意図・理由は何なのか』、『参加者を参加者
では終わらせない。周りの人を変える影響』

団体名

活動中に印象
に残った言葉

今
いまぜき

関　恭
きょうへい

平

巻
き
込
む
力
を
活
か
し
て
、

　
　生
ま
れ
故
郷
を
盛
り
上
げ
た
い

団体の方より

42



　

大
学
の
研
究
室
で
1
枚
の
チ
ラ
シ
を
見
つ
け
、「
な

ん
だ
ろ
う
、
面
白
そ
う
だ
な
」
と
思
い
、
エ
ン
ト
リ
ー

し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
今
ま
で
N
P
O
の
活
動

に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
N
P
O
に
興
味
は

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
第
一
次
産
業
の
活
性
化
や
ま
ち

づ
く
り
の
分
野
に
関
心
が
あ
り
、
自
分
自
身
が
成
長
で

き
る
場
を
探
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
偶
然
見
つ
け

た
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
情
報
収
集
し
て
い
く
う
ち
に
自

分
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
そ
う
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
様
々

な
企
画
に
携
わ
る
事
が
出
来
る
団
体
を
希
望
し
、
湘
南

ス
タ
イ
ル
で
活
動
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

活
動
を
し
て
い
く
中
で
大
切
に
し
た
こ
と
は
、
参
加

者
や
読
み
手
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
。
担
当
し
た
事

業
が
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
と
ウ
ェ
ブ
メ
デ
ィ
ア
の
制
作

だ
っ
た
た
め
、
相
手
の
事
を
考
え
て
つ
く
ら
な
い
と

伝
え
た
い
も
の
が
伝
わ
ら
な
い
し
、
参
加
し
た
人
を

笑
顔
に
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
実
践
し
て
い
る
団

体
の
方
々
を
見
な
が
ら
、
自
分
の
携
わ
っ
た
事
業
の

参
加
者
を
笑
顔
に
で
き
る
よ
う
心
掛
け
て
取
り
組
み

ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、「
と
り
あ
え
ず
や
っ
て
み
た

ら
」
の
一
言
か
ら
始
ま
っ
た
（
笑
）、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
企
画
・
運
営
は
と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

F
a
c
e
b
o
o
k
や
チ
ラ
シ
を
作
っ
て
広
報
を
し
、

ひ
と
つ
の
企
画
を
1
か
ら
す
べ
て
経
験
し
ま
し
た
。

結
果
25
人
弱
の
参
加
者
に
来
て
い
た
だ
き
、
イ
ベ
ン
ト

集
客
の
大
変
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

湘
南
ス
タ
イ
ル
の
活
動
は
、
本
当
に
た
く
さ
ん
の
人

と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
、
様
々
な
出
会
い
が
あ
り
ま
し

た
。
脱
サ
ラ
し
て
農
家
を
始
め
た
方
。
70
歳
を
過
ぎ
て

も
い
ろ
ん
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
。
そ
ん
な
中

で
も
最
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

企
画
の
担
当
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
清
水
さ
ん
で
す
。
考

え
た
こ
と
を
す
ぐ
実
行
す
る
行
動
力
。
ま
た
僕
自
身
が

そ
の
対
象
だ
っ
た
の
で
す
が
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上

手
に
管
理
し
て
、
関
わ
っ
た
メ
ン
バ
ー
を
成
長
さ
せ
る

こ
と
。
言
い
方
は
悪
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
「
転
が
し

方
が
う
ま
い
！
」
と
感
じ
ま
し
た
。「
そ
の
考
え
の
目

的
や
意
図
は
何
な
の
か
」「
参
加
者
を
参
加
者
で
終
わ

ら
せ
な
い
こ
と
。
周
り
の
人
を
変
え
る
影
響
力
に
」。

こ
う
い
っ
た
考
え
方
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
事
は
と
て

も
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

改
め
て
感
じ
た
の
は
、
N
P
O
で
の
イ
ン
タ
ー
ン

は
と
て
も
成
長
で
き
る
場
だ
と
い
う
こ
と
。
発
表
や
文

章
作
り
を
通
し
て
、
自
分
の
苦
手
と
向
き
合
う
事
が
出

来
た
し
、
ア
イ
デ
ア
出
し
や
企
画
を
通
じ
て
長
所
も
伸

ば
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
生
か
し
て
、

や
り
た
い
事
が
２
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
近
い
目
標

で
、
学
生
と
社
会
人
を
つ
な
ぐ
居
場
所
づ
く
り
の
企

画
・
運
営
を
す
る
こ
と
。
二
つ
目
は
遠
い
目
標
で
、
就

農
し
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
な
ど
に
も
携

わ
り
、
自
給
自
足
を
テ
ー
マ
に
、
人
を
集
め
て
、
生
ま

れ
育
っ
た
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
で
す
。
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
身
に
つ
け
た
、「
巻
き
込
む
力
」
を
発

揮
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
つ
も
り
で
す
。

こ
の
チ
ラ
シ
、
な
ん
だ
ろ
う
、
面
白
そ
う

相
手
の
こ
と
を
考
え
た
企
画
作
り

参
加
者
を
周
り
の
人
を
変
え
る
影
響
力
に

自
分
の
成
長
と
今
後
へ
の
目
標
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　「
活
動
の
成
果
と
受
入
団
体
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
、
表

現
す
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
ワ
カ
モ

ノ
16
名
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
た
ち
の

イ
ン
タ
ー
ン
経
験
を
発
表
し
ま
し

た
。　成

果
発
表
会
で
は
、
発
表
だ
け

で
な
く
企
画
運
営
も
ワ
カ
モ
ノ
が

行
い
ま
し
た
。
定
例
会
の
時
間
を

使
い
な
が
ら
「
ど
う
い
う
会
に
し

た
い
か
」
を
み
ん
な
で
考
え
る
と

こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が

14
の
班
に
分
か
れ
、
協
力
し
な
が

ら
準
備
を
進
め
ま
し
た
。
自
主
的

に
集
ま
っ
て
準
備
し
た
り
、
自
分

た
ち
で
作
成
し
た
チ
ラ
シ
を
配
り

に
出
向
い
た
り
し
ま
し
た
。
ま

た
、
演
出
に
も
こ
だ
わ
り
、
3

期
生
紹
介
の
動
画
を
作
成
す
る
な

ど
、
よ
り
良
い
会
に
す
る
た
め
に

そ
れ
ぞ
れ
が
主
体
的
に
動
き
ま
し

た
。　本

番
で
は
、3
期
生
の
「
想
い
」

と
こ
だ
わ
っ
た
り
が
溢
れ
て
た
素

敵
な
発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。

ワ
カ
モ
ノ
主
体
で

企
画
・
運
営

日時 2017 年 2 月 18 日（土）14 ー 17 時

自分たちの活動の成果と受入団体への感謝
を伝える・表現する

藤沢商工会館ミナパーク 6 階多目的ホール 1

ワカモノ

ワカモノ 16 名による発表、交流会

85 名（スタッフ含む）

会場

内容

発表テーマ

企画運営

参加人数

成
果
発
表
会

15

12
345

6
7

89

10

1314

1112

1617

18

1920
21

1. ラジオで成果発表会の告知をした様子／ 2. 事前の準備中／

3．前日準備とリハーサル／ 4. 会場までの移動／ 5. 会場への誘

導中／ 6. ワカモノによる発表／ 7. ワカモノ一人一人のポスター

を会場にて掲示／ 8. 受付班／ 9. 司会班／ 10. 先輩ワカモノの挨

拶／ 11. ワカモノ紹介動画の上映／ 12. 総監督と副監督／ 13-14.

来場者からの講評／ 15. トヨタ財団様からの講評／ 16. アクショ

ンポート横浜様からの発表／ 17. 修了証書の授与／ 18-19. 交流

会の様子／ 20. 交流会の様子 3 ／ 21. ワカモノによるパネルディ

スカッションの様子
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たくさんあった あった なかった

強く勧めたい 勧めたい 勧めたくない

大きく変わった 変わった 変わっていない8 15

Q1Q1

Q4Q4

Q2Q2

Q3Q3

Q5Q5

自分は
変わり

ましたか？

活動中
意外に思った
コト、ある？

他の
ワカモノに
オススメ
したい？

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
ワ
カ
モ
ノ
16
名
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
15
名
が
回
答
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
は
、
シ
ン
プ
ル
に
「
ワ
カ
モ
ノ×

Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
面
白
い
」
と
い
う
こ
と
。「
ワ
カ

モ
ノ
そ
れ
ぞ
れ
が
や
り
が
い
を
感
じ
、
学
び
、
成
長
す
る
」
が
で
き
て
い
る
か
ら
面
白
い
。

あ
な
た
も
一
緒
に
ワ
カ
モ
ノ
と
し
て
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

ワ
カ
モ
ノ×

Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
面
白
い
！

人
と
の
関
わ
り
方
に

自
分
ら
し
さ
が
出
た
。

失
敗
は
し
て
も
い
い
。

地
域
に
熱
心
な
大
人
が
こ
ん
な
に
も
多
く
い
る
と
い
う
こ
と
。

不
得
意
だ
っ
た
こ
と
も
、

取
り
組
む
う
ち
に
面
白
い
と

感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た

国
内
で
も
や
り
が
い
を
持
っ
て

国
際
協
力
が
出
来
る
。

シ
ニ
ア
世
代
の
パ
ワ
フ
ル
さ
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
イ
ン
タ
ー
ン
す
る

ワ
カ
モ
ノ
の
数
。

団
体
の
活
動

理
由
や
思
想
に

つ
い
て
。

(

大
学
3
年)

自
分
の
意
見
を
発
信
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

(

大
学
4
年)

(

大
学
4
年)

物
事
に
対
し
て
の
考
え
方
や

感
じ
方
が
変
わ
っ
た
。

(

大
学
3
年)

こ
れ
ま
で
何
も
考
え
ず
に
や
っ
て

い
た
こ
と
に
気
づ
い
た
。

(

大
学
2
年)

(

大
学
2
年)

(

大
学
2
年)

（
大
学
3
年)

(

高
校
3
年)

(

大
学
3
年)

(

大
学
3
年)

(

大
学
3
年)

(

大
学
3
年)

前
よ
り
も
自
分
に

自
信
が
つ
い
た
。

(

大
学
3
年)

(

高
校
1
年)

明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を

描
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

人
に
伝
え
た
い
こ
と
を
明
確
に

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

(

大
学
3
年)

(

大
学
3
年)

(

高
校
1
年)

(

大
学
1
年)

(

高
校
1
年)

《 

ワ
カ
モ
ノ×

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
コ
コ
が
面
白
い
》

《
読
ん
で
い
る
ア
ナ
タ
ヘ
メ
ッ
セ
ー
ジ
》 

企
業
イ
ン
タ
ー
ン
と
比
べ
て
、
よ
り
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
で
、
よ
り
コ
ア
な
環
境
。

(

大
学
3
年)

(

大
学
3
年)

(

大
学
3
年)

(

大
学
3
年)

壁
に
当
た
っ
て
も
、

同
期
の
ワ
カ
モ
ノ
が

支
え
て
く
れ
る
。

(

大
学
2
年)

(

大
学
2
年)

(

高
校
3
年)

(

高
校
3
年)

考
え
て
、考
え
て
、考
え
て
・・・
、そ
し
て
行
動
す
る
。

団
体
の
方
の
熱
意
が
う
つ
っ
て
楽
し
く

活
動
で
き
た
。

(

大
学
2
年)

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
多
種
多
様
。
教
え
る
事
の
難
し
さ
を
実
感
。

自
分
か
ら
ア
ク
シ
ョ
ン

を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
、

リ
ア
ク
シ
ョ
ン
は
無
い
。

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
通
し
て
、

社
会
に
貢
献
し
、
自
分
を
見
直
す
こ
と

が
で
き
る
、
素
晴
ら
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

地
域
で
の
活
動
を
経
験
し
て
お
く
こ
と
は
、
将
来
、

社
会
人
に
な
っ
て
繋
が
る
も
の
が
必
ず
あ
る
。

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
人
々
と
出

会
っ
て
刺
激
を
受
け
た
。

目
指
す
自
分
像
を
掴
ん
で
く
だ
さ
い
！

今
ま
で
や
っ
て
な
か
っ
た
こ
と
に
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

大
学
で
は
出
来
な
い
経
験
が
出
来
る
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
な
い
と

学
べ
な
か
っ
た
事
が

た
く
さ
ん
あ
る
。

や
り
た
い
こ
と
・
や
っ
て
み
た
い
こ
と
を

見
つ
け
ら
れ
る
チ
ャ
ン
ス
。

地
域
の
ヤ
バ
い
く
ら
い
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
る
人

た
ち
と
活
動
し
た
い
！
と
い
う
人
に
ピ
ッ
タ
リ
。

(

大
学
3
年)

n=14

n=15

n=12

10 05

6 06
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たくさんあった あった なかった

強く勧めたい 勧めたい 勧めたくない

大きく変わった 変わった 変わっていない8 15

Q1Q1

Q4Q4

Q2Q2

Q3Q3

Q5Q5

自分は
変わり
ましたか？

活動中
意外に思った
コト、ある？

他の
ワカモノに
オススメ
したい？

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
ワ
カ
モ
ノ
16
名
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
15
名
が
回
答
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
は
、
シ
ン
プ
ル
に
「
ワ
カ
モ
ノ×

Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
面
白
い
」
と
い
う
こ
と
。「
ワ
カ

モ
ノ
そ
れ
ぞ
れ
が
や
り
が
い
を
感
じ
、
学
び
、
成
長
す
る
」
が
で
き
て
い
る
か
ら
面
白
い
。

あ
な
た
も
一
緒
に
ワ
カ
モ
ノ
と
し
て
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

ワ
カ
モ
ノ×

Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
面
白
い
！

人
と
の
関
わ
り
方
に

自
分
ら
し
さ
が
出
た
。

失
敗
は
し
て
も
い
い
。

地
域
に
熱
心
な
大
人
が
こ
ん
な
に
も
多
く
い
る
と
い
う
こ
と
。

不
得
意
だ
っ
た
こ
と
も
、

取
り
組
む
う
ち
に
面
白
い
と

感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た

国
内
で
も
や
り
が
い
を
持
っ
て

国
際
協
力
が
出
来
る
。

シ
ニ
ア
世
代
の
パ
ワ
フ
ル
さ
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
イ
ン
タ
ー
ン
す
る

ワ
カ
モ
ノ
の
数
。

団
体
の
活
動

理
由
や
思
想
に

つ
い
て
。

(

大
学
3
年)

自
分
の
意
見
を
発
信
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

(

大
学
4
年)

(

大
学
4
年)

物
事
に
対
し
て
の
考
え
方
や

感
じ
方
が
変
わ
っ
た
。

(

大
学
3
年)

こ
れ
ま
で
何
も
考
え
ず
に
や
っ
て

い
た
こ
と
に
気
づ
い
た
。

(

大
学
2
年)

(

大
学
2
年)

(

大
学
2
年)

（
大
学
3
年)

(

高
校
3
年)

(

大
学
3
年)

(

大
学
3
年)

(

大
学
3
年)

(

大
学
3
年)

前
よ
り
も
自
分
に

自
信
が
つ
い
た
。

(

大
学
3
年)

(

高
校
1
年)

明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を

描
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

人
に
伝
え
た
い
こ
と
を
明
確
に

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

(

大
学
3
年)

(

大
学
3
年)

(

高
校
1
年)

(

大
学
1
年)

(

高
校
1
年)

《 

ワ
カ
モ
ノ×

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
コ
コ
が
面
白
い
》

《
読
ん
で
い
る
ア
ナ
タ
ヘ
メ
ッ
セ
ー
ジ
》 

企
業
イ
ン
タ
ー
ン
と
比
べ
て
、
よ
り
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
で
、
よ
り
コ
ア
な
環
境
。

(

大
学
3
年)

(

大
学
3
年)

(

大
学
3
年)

(

大
学
3
年)

壁
に
当
た
っ
て
も
、

同
期
の
ワ
カ
モ
ノ
が

支
え
て
く
れ
る
。

(

大
学
2
年)

(

大
学
2
年)

(

高
校
3
年)

(

高
校
3
年)

考
え
て
、考
え
て
、考
え
て
・・・
、そ
し
て
行
動
す
る
。

団
体
の
方
の
熱
意
が
う
つ
っ
て
楽
し
く

活
動
で
き
た
。

(

大
学
2
年)

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
多
種
多
様
。
教
え
る
事
の
難
し
さ
を
実
感
。

自
分
か
ら
ア
ク
シ
ョ
ン

を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
、

リ
ア
ク
シ
ョ
ン
は
無
い
。

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
通
し
て
、

社
会
に
貢
献
し
、
自
分
を
見
直
す
こ
と

が
で
き
る
、
素
晴
ら
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

地
域
で
の
活
動
を
経
験
し
て
お
く
こ
と
は
、
将
来
、

社
会
人
に
な
っ
て
繋
が
る
も
の
が
必
ず
あ
る
。

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
人
々
と
出

会
っ
て
刺
激
を
受
け
た
。

目
指
す
自
分
像
を
掴
ん
で
く
だ
さ
い
！

今
ま
で
や
っ
て
な
か
っ
た
こ
と
に
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

大
学
で
は
出
来
な
い
経
験
が
出
来
る
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
な
い
と

学
べ
な
か
っ
た
事
が

た
く
さ
ん
あ
る
。

や
り
た
い
こ
と
・
や
っ
て
み
た
い
こ
と
を

見
つ
け
ら
れ
る
チ
ャ
ン
ス
。

地
域
の
ヤ
バ
い
く
ら
い
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
る
人

た
ち
と
活
動
し
た
い
！
と
い
う
人
に
ピ
ッ
タ
リ
。

(

大
学
3
年)

n=14

n=15

n=12

10 05

6 06
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理解していない あまり理解していない まあ理解した 理解したどちらともいえない

Q6Q6

Q7Q7

自
分
の
能
力
や
課
題
に
対
し
て
の
探
求
心
が
膨
ら
み
ま
し
た
。

「
目
的
を
も
っ
て
計
画
・
実
行
す
る

と
い
う
こ
と
が
大
事
」
だ
と
感
じ

て
く
れ
た
。

し
っ
か
り
自
己
分
析
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

生
き
生
き
と
周
り
の
人
た
ち
と
関
り
、

魅
力
が
増
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

自
信
が
つ
い
た
。

担
当
企
画
を
や
り
切
り
、
と
て
も
頼
も
し
く
な
っ
た
。

業
態
や
職
種
で
は
な
く
、
自
分
が
ど
ん
な
志
を
も
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を

仕
事
と
す
る
か
、
を
実
体
験
を
持
っ
て
理
解
し
て
く
れ
た
。

自
信
を
持
っ
て
作
業
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

《
団
体
の
こ
と
に
つ
い
て
、
ワ
カ
モ
ノ
は

  

ど
の
く
ら
い
理
解
し
ま
し
た
か
？
》 

(

文
化)

(

文
化)

(

ま
ち
づ
く
り)

(

ま
ち
づ
く
り)

(

環
境)

(
環
境)

(

国
際)

(
国
際)

《 

ワ
カ
モ
ノ
に
見
ら
れ
た
変
化
》

受
入
担
当

か
ら
み
た

ワ
カ
モ
ノ

団体の活動内容 団体が取り組む課題 団体が目指す社会

n=15n=15n=5n=5

3

12

2

3

1

4

3
1

3

1

10

5

7

1

4

n=5n=15

受
入
担
当
者

受
入
担
当
者

受
入
担
当
者

ワ
カ
モ
ノ

ワ
カ
モ
ノ

ワ
カ
モ
ノ
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成
長

　

視
野
が
広
が
る
理
由
は
、
活
動
で
出
会
え
る
人
の
良

さ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
受
入
団
体
や
地
域
に
は
「
ヤ
バ

い
く
ら
い
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
る
人
た
ち
」
や
「
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
な
人
々
」
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

そ
ん
な
熱
心
な
方
々
と
交
流
す
る
中
で
、
新
し
い
や
り

方
や
考
え
方
を
学
び
、
視
野
を
広
げ
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
将
来
の
目
標
と
な
る
方
と
出
会
う
ワ
カ

モ
ノ
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
ワ
カ
モ
ノ
同
士
の
出
会
い
も
重
要
で
す
。
ワ

カ
モ
ノ
と
地
域
と
の
関
係
性
が
遠
い
現
代
社
会
に
お
い

て
、
地
域
で
活
躍
し
た
い
と
考
え
て
い
る
ワ
カ
モ
ノ
が

集
ま
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
少
数
で
す
。
定
例
会
に
参
加

す
る
目
的
と
し
て
一
番
多
か
っ
た
意
見
が
「
他
の
ワ
カ

モ
ノ
と
つ
な
が
り
づ
く
り
」
で
し
た
。
比
較
的
近
い
問

題
意
識
や
考
え
方
を
持
っ
た
ワ
カ
モ
ノ
同
士
が
集
ま
り

交
流
す
る
こ
と
が
、
お
互
い
の
刺
激
や
支
え
合
い
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ワ
カ
モ
ノ
×
Ｎ
Ｐ
Ｏ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
、
ワ
カ
モ
ノ
が
成
長
す
る
楽
し
く
て
、
面
白
い

場
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
気
に
な
っ
た
方
は
、
是
非
参

加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

ワ
カ
モ
ノ
×
N
P
O
が
面
白
い
理
由

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
ワ
カ
モ
ノ
は
皆
、
成

長
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
、「
自
信
が
つ
い
た
」、「
視

野
が
広
が
っ
た
」
と
い
う
回
答
が
多
い
の
が
本
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
特
徴
で
す
。
今
回
も
同
様
な
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

　

自
信
が
つ
く
理
由
と
し
て
、
半
年
間
か
け
て
責
任

を
も
っ
て
市
民
団
体
の
活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
成
果
発
表
会
で
は
、
自
分
た
ち

で
企
画
・
実
施
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
紹
介
や
、
広
報
の

た
め
に
作
成
し
た
ビ
デ
オ
の
上
映
な
ど
、
発
表
し
て

頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
学
校
で
は
体
験
し
た
こ
と

の
無
い
、
実
社
会
の
中
で
「
や
り
遂
げ
た
」
体
験
に

よ
っ
て
、
ワ
カ
モ
ノ
が
自
信
が
つ
い
た
と
感
じ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
で
、
ワ
カ
モ
ノ
を
受
け
入
れ
て
い
る
団
体
側

に
と
っ
て
は
、
と
て
も
大
切
に
し
て
い
る
点
で
も
あ

り
ま
す
。
今
期
の
受
入
担
当
者
が
集
ま
る
「
座
談
会
」

で
は
、
意
見
交
換
し
た
い
と
一
番
に
挙
げ
ら
れ
た

テ
ー
マ
が
「
や
り
遂
げ
る
こ
と
を
ど
こ
ま
で
重
視
す

る
か
」
で
し
た
。
ワ
カ
モ
ノ
の
「
や
り
遂
げ
る
」・「
自

信
が
つ
く
」
を
配
慮
し
た
受
入
づ
く
り
を
行
っ
て
い

ま
す
。

面
白
い
理
由
1

　自
信
が
も
て
る

面
白
い
理
由
2

　視
野
が
広
が
る
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　2016 年度は、事務局を含め、13 の団体にワカモノを受け

入れていただきました。ここではワカモノを受け入れてくだ

さった団体が大事にしていることや活動内容をご紹介しま

す。受入担当者の皆さんのお顔から充実した雰囲気が感じ取

れたなら、それはきっと参加したワカモノのおかげかもしれ

ません。

　※掲載している団体情報は 2016 年度エントリー時のもの

です。

受入団体の紹介

昔
の
遊
び
を
伝
え
る
会

メンバーが、今の子どもたちに昔の遊
びを継承していく活動をしています。
こま、けんだま、ベーゴマ、おりがみ、
おてだま、あやとりなど、イベントを
通してたくさんの昔の遊びを子どもた
ちに伝えています。

平成の子どもたちに昭和の遊
びを伝えたい

N
P
O
法
人

湘
南
ス
タ
イ
ル

地域資源を活用したコミュニティビジ
ネスを展開しています。市民・産業・
行政をつなぎ地域活性、産業振興を図
ること。行政との協働によるポータル
サイトの運営等を行っています。

「食と農」によるコミュニティ
経済社会を実現させたい

N
P
O
法
人

湘
南
市
民
メ
デ
ィ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

地域に根差した映像コンテンツ制作、
青少年育成等の事業に取り組んでいま
す。映像制作の授業やワークショップ、
市 民 向 け の 映 画 の 上 映 会 や NPO 映 像
祭の開催をしています。その他、ひき
こもり・貧困家庭支援サイトの運営等
も行っています。

映像・メディアを通して人と
人、人と地域をつなぐ

認
定
N
P
O
法
人

A
D
R
A 

J
a
p
a
n

途 上 国 や 災 害 被 災 地 に お い て 開 発 支
援や緊急支援活動を行なう国際 NGO。
世界約 120 か国の支部と連携していま
す。人種・宗教・政治の区別なく、自
然災害や紛争の被災者、医療を必要と
している人々、教育を受けられない女
性や子どもたちなどに、自立を助ける
支援や緊急支援を行っています。

人間としての尊厳の回復と維
持を目指して

地域文化の保全、スポーツイベントの補助など

里山保全、リサイクル活動、街の美化活動など

レクリエーション、保育、学習サポートなど

街の清掃活動、地域活性イベントなど

国際協力、留学生・外国籍の方への支援、日本語教室など国際：

まちづくり：

子ども：

環境：

文化：
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藤
沢
市
民
ま
つ
り

実
行
委
員
会

今年で 43 回目となる藤沢市で開催さ
れている最も大きなイベント。「藤沢
市民まつり」の企画・運営をする団体
です。商工会議所、商店街連合会、藤
沢市、NPO、市内 4 大学の学生と、様々
なメンバーが主体となり活動をしてい
ます。

地球と暮らす・私たちにでき
ること

認
定
N
P
O
法
人

藤
沢
市
市
民
活
動

推
進
連
絡
会

市 民 活 動 団 体 等 へ の 活 動 支 援 事 業 を
通し、 市民活動の推進とまちづくりに
寄与することを目的に活動して い ま 
す。まちの活性化のために、NPO や行
政、企業など他セクターとの連携をと
りながら、より効果の高い公益事業を
展開する団体の支援と関連事業を行っ
ています。

「つなぐ・支える・うごく」
NPO を支援する NPO

N
P
O
法
人

湘
南
D
V
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー

「いじめ」や「デート DV」など若者た
ちの間で起こる暴力を小中学校で実施
するいじめ防止プログラムや、高校・
大学で実施するデート DV 防止プログ
ラムを実施しています。来年度のユー
スリーダー養成講座の企画・運営をし
てくれる方も募集しています。

暴力のない社会を目指して

認
定
N
P
O
法
人

ゆ
い

湘南海岸は、半世紀ほど前は海浜植物
の豊かな浜辺でした。自生種の海浜植
物を育て、浜辺の豊かなみどりを復元
す る 活 動 を 市 民 と と も に 続 け て い ま
す。湘南ゆかりのハマボウフウを地域
おこしと組み合わせたいと思っていま
す。

浜辺の豊かな緑を復元したい

N
P
O
法
人

ハ
ー
モ
ニ
ー
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル

多文化意識・英語・リビングバリュー
（ユネスコ推薦道徳教育） を３本柱と

し、様々なプログラムやイベントを通
し提供しています。０歳から大人まで
が参加し、当会ならではの体験のでき
るスクールも開催しています。

自分を尊重できる国際人を育
てます！

認
定
N
P
O
法
人

W
E
2
1
ジ
ャ
パ
ン

36 の地域 NPO と連携し、 市民からの
寄付品を販売するチャリティショップ
55 店 舗 を 拠 点 に、 資 源 の 循 環 す る 社
会づくりとアジア・アフリカ・東日本
への民際協力を進める中間支援組織で
す。

「世界とのつながり」を考え・
行動する人を地域にひろげる

N
P
O
法
人

湘
南
遺
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

湘南地域において、その歴史や文化を
物語る「モノ」や「コト」の中から、
ぜひ未来に残していきたい地域のタカ
ラを、皆で探し、見つけて、選び、守
り、育てていく活動をしています。湘
南の未来につながるブランディング事
業を目指して取り組んでいきます。

湘南の魅力を未来まで残して
いきたい

N
P
O
法
人

ま
ち
づ
く
り
ス
ポ
ッ
ト

茅
ヶ
崎

50 年 続 く 団 地 の 建 替 を 背 景 に 移 り 変
わる茅ヶ崎市南西部を拠点にしていま
す。地域や世代をつなぐための交流の
機会の提供、住民の自発的な活動の支
援、豊かな環境と景観の形成、持続可
能なコミュニティづくりの推進を展開
しています。

住み続けた人も、住み始める
人も、共に未来を描く

認
定
N
P
O
法
人

地
球
市
民
A
C
T

か
な
が
わ
／
T
P
A
K

アジアの途上地域の子ども達が一人で
も多く教育を受け、幸せで明るい未来
を 自 ら 切 り 開 け る よ う、1993 年 よ り
タイ、ミャンマー、インドにおいて少
数民族の子どもと女性への自立のため
の支援活動を行っています。日本国内
においては、思いやりある人材の育成
を行っています。

与えるのではなく、立ち上が
る力を子ども達に
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活
動
報
告
書
に
寄
せ
て

　

ト
ヨ
タ
財
団
で
は
、
N
P
O
人
材
の
す
そ
野
を
広
げ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
2
0
1
4
年
度
よ
り
3
年
間
、
藤
沢
市

民
活
動
推
進
連
絡
会
様
（
以
下
、
連
絡
会
様
）
の
「
地
域
で
つ

な
が
る
ワ
カ
モ
ノ
×
N
P
O
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
へ
の
助
成
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

1   

2
つ
の
驚
き

　

私
は
、
中
間
報
告
会
や
成
果
報
告
会
で
、
ワ
カ
モ
ノ
の
皆
様

の
ご
発
表
を
見
せ
て
頂
く
こ
と
が
と
て
も
楽
し
み
で
毎
年
伺
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
年
々
そ
の
内
容
が
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て

い
る
こ
と
に
驚
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
1
期
生
、
2
期
生

の
O
B
・
O
G
が
学
生
サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー
と
し
て
こ
の
活

動
に
関
わ
り
続
け
て
い
た
だ
き
、
良
き
先
輩
と
し
て
後
輩
の
ワ

カ
モ
ノ
に
経
験
を
伝
え
た
り
、
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い

た
だ
い
た
賜
物
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
驚
き
は
、
ワ
カ
モ
ノ
の
中
に
高
校
生
（
2
期

生
に
は
、
な
ん
と
浪
人
生
も
！
）
ま
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
私
ど
も
が
当
初
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
連
絡
会
様
の

方
へ
持
ち
込
ん
で
、
ト
ラ
イ
ア
ル
的
に
や
り
た
い
と
ご
相
談
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
時
点
で
は
、
高
校
生
の
参
加
ま
で
は
想
定
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
言
う
の
も
、
親
御
さ
ん
か
ら
ク
レ
ー

ム
が
出
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
た
か
ら
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
毎
年
高
校
生
の
参
加
が
あ
り
、
3
期
生
で
は
3
名
も
の

高
校
生
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
中
の
1
名
に
至
っ

て
は
、
成
果
報
告
会
で
の
司
会
役
ま
で
、
当
意
即
妙
の
見
事
な

ア
ド
リ
ブ
を
交
え
な
が
ら
、
見
事
に
や
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ワ
カ
モ
ノ
パ
ワ
ー
、
恐
る
べ
し
で
す
。

2   

ワ
カ
モ
ノ
へ
の
期
待

　

私
が
書
く
の
も
妙
な
話
で
す
が
、「
本
当
に
良
い
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
助
成
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
な
ぁ
」
と
思
い
ま
す
。
ワ

カ
モ
ノ　

の
皆
さ
ん
は
異
口
同
音
に
「
自
分
に
自
信
が
持
て

た
」、「
積
極
的
に
な
れ
た
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

も
、
受
入
団
体
の
皆
様
が
、
決
し
て
お
客
様
と
し
て
で
は
な

く
、
一
人
の
大
人
と
し
て
ワ
カ
モ
ノ
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ

き
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
仕
事
を
与
え
、
し
っ
か
り
と
ご
指
導
い
た

だ
い
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。
ワ
カ
モ
ノ
の
皆
さ
ん
に
は
、
受

入
団
体
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
こ
の

先
も
ず
っ
と
、
N
P
O
に
対
す
る
シ
ン
パ
シ
ー
を
持
ち
続
け

て
い
た
だ
き
た
い
、
そ
し
て
将
来
可
能
な
時
に
は
、
受
入
団
体

に
限
ら
ず
、
N
P
O
に
対
す
る
貢
献
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
も

寄
付
で
も
）
を
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

3   
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
横
展

　

な
お
、
連
絡
会
様
よ
り
、
こ
の
3
年
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ま

と
め
、
他
地
域
で
の
展
開
を
図
る
取
組
み
の
ご
提
案
を
既
に
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
の
取

組
み
を
全
国
へ
広
げ
る
こ
と
が
当
初
か
ら
の
願
い
で
も
あ
り
、

何
と
か
実
現
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大
おおの

野　満
みつる

　

公益財団法人
トヨタ財団
事務局長

1958 年 岐 阜 県 生。 大 阪 大 学 法 学 部 卒。
1980 年 ト ヨ タ 自 動 車 工 業 ( 現 ト ヨ タ 自 動
車 ) 入社。国内営業部門、法務部、環境部、
総合企画部 CSR 室長を経て、2013 年より
財団事務局長。信条は、社会課題の解決を
目指して取り組んでいる方々のサポーター
であり続けること。
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東
日
本
大
震
災
が
発
災
し
た
年
の
暮
れ
に
一
本
の
電
話
が
あ

り
ま
し
た
。
被
災
地
で
は
2
0
歳
代
か
ら
4
0
歳
代
の
青
年

た
ち
（
以
下
、
若
者
）
が
必
死
の
思
い
で
復
興
に
向
け
動
き
出

し
て
い
る
。
法
人
格
を
持
た
な
い
団
体
も
持
つ
団
体
も
手
探
り

で
頑
張
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
彼
ら
に
非
営
利
組
織
と
し
て
継
続

し
た
動
き
が
で
き
る
よ
う
経
営
や
運
営
の
サ
ポ
ー
ト
を
一
緒
に

し
ま
し
ょ
う
と
い
う
お
誘
い
の
電
話
で
し
た
。
還
暦
を
ま
も
な

く
迎
え
る
時
期
で
し
た
の
で
、
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

で
き
る
の
は
最
後
か
と
い
う
思
い
と
、
1
0
年
余
り
か
か
わ
っ

て
き
た
N
P
O
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
総
ま
と
め
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
で
、
迷
わ
ず
参
加
を
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
若
者
の

輝
く
目
は
な
に
も
の
に
も
代
え
が
た
く
、
改
め
て
日
本
は
き
っ

と
立
ち
上
が
れ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
彼
ら
に
社
会
を
委
ね
た

い
。
そ
の
時
、
本
気
で
決
め
ま
し
た
。

　

神
奈
川
に
戻
り
、
通
常
業
務
に
就
き
ま
し
た
が
、
若
者
と
市

民
活
動
の
か
か
わ
り
は
、
東
北
地
方
に
比
べ
薄
い
よ
う
に
感
じ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、学
生
の
N
P
O
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
事
業
の
企
画
を
立
て
る
こ
と
に
な
り
、
と
て
も
ワ
ク

ワ
ク
し
た
気
持
ち
が
昨
日
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

当
時
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
い
え
ば
、
将
来
の
職
業
に
向

け
、
就
職
活
動
の
一
環
と
し
て
、
大
学
で
は
盛
ん
に
薦
め
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
得
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
会
社
人
と
し
て
の

マ
ナ
ー
取
得
や
よ
り
実
践
的
な
仕
事
の
醍
醐
味
を
味
わ
え
る
こ

と
と
い
わ
れ
ま
す
。
勿
論
受
け
入
れ
企
業
側
の
メ
リ
ッ
ト
も
そ

れ
な
り
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

　

で
は
、
被
災
地
と
な
っ
た
東
北
の
若
者
は
な
ぜ
、
あ
の
よ
う

に
主
体
的
に
動
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
す
べ
て
が

崩
れ
去
っ
た
時
、
残
る
の
は
組
織
に
守
ら
れ
た
会
社
人
で
は
な

く
地
域
を
構
成
す
る
社
会
人
だ
っ
た
の
で
す
。
彼
ら
は
、
自
ら

地
域
を
再
生
す
る
た
め
に
、
社
会
人
と
し
て
動
き
を
つ
く
っ
て

い
き
ま
し
た
。
果
た
し
て
神
奈
川
の
若
者
は
災
害
が
発
生
し
た

時
、
立
ち
上
が
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

自
ら
課
題
解
決
し
よ
う
と
お
も
う
こ
と
、
そ
れ
こ
そ
が
社
会

人
と
し
て
今
後
身
に
着
け
る
べ
き
マ
ナ
ー
で
あ
り
、
生
き
抜
く

力
を
育
む
大
き
な
学
び
に
な
る
と
考
え
ま
し
た
。
幸
い
に
も
、

神
奈
川
県
内
で
は
、
自
ら
社
会
的
な
課
題
を
解
決
し
よ
う
と
多

く
の
市
民
活
動
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
活
動
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
学
生
に
よ
る
市
民
活
動
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
を
計
画
し
ま
し
た
。

実
施
に
あ
た
り
、
多
く
の
市
民
活
動
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
団
体
の
皆
様
に
ご
協
力
を
仰
ぎ
、
快
く
ご
協
力
い
た
だ
け
た

こ
と
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

3
年
間
の
事
業
を
振
り
返
り
、
当
初
想
定
し
た
成
果
や
効

果
は
出
た
の
で
し
ょ
う
か
。
本
報
告
書
は
そ
の
集
大
成
と
し
て

作
成
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
ワ
カ
モ
ノ
の
未
来
に
向
け
た
新
し

い
動
き
も
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

今
後
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
の
実
施
に
と
ど
ま
ら

ず
、
社
会
を
支
え
る
仕
組
み
と
し
て
、
他
地
域
に
広
げ
る
た
め

の
作
業
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
ト
ヨ
タ
財
団
様
を
は

じ
め
、
多
く
の
関
係
者
の
皆
様
と
と
も
に
進
め
る
所
存
で
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

認定 NPO 法人
藤沢市市民活動推進連絡会
副理事長・事務局長

手
てづか

塚　明
あけみ

美
1998 年 NPO 法の制定をきっかけに、NPO
支援の在り方を柱に、情報収集と発信を進
め、NPO を 中 心 と し た 非 営 利 組 織 の マ ネ
ジメント支援、ソーシャルビジネスの起業
支 援、NPO と 他 セ ク タ ー と の 連 携 支 援 に
取り組んでいる。

　
　イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
に
向
け
て

N
P
O
と
ワ
カ
モ
ノ
の

53



54

P.54

ワ
カ
モ
ノ
と
し
て
参
加
し
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
と
進
ん
で
い
る
先
輩
ワ
カ
モ
ノ
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
！

イ
ン
タ
ー
ン
の
活
動
で
得
た
学
び
や
経
験
を
も
と
に
活
躍
す
る
2
人
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

先
輩
ワ
カ
モ
ノ
の
そ
の
後

　
大
学
1
年
生
の
時
、
母
か
ら
の
勧
め
で
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
知
り
、
説
明
を
聞
き
に
行
き
ま
し

た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
こ
と
を
説
明
し
て
く
れ
た
方
は
、私
に
と
っ
て
は
じ
め
て
の
社
会
人
で
、色
々

な
お
話
を
伺
っ
て
衝
撃
を
受
け
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
は
じ
め
は
N
P
O
の
こ
と
も
よ
く
分

か
ら
ず
、
た
だ
「
何
か
変
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
思
い
、
参
加
す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ン
先
で
は
、
東
北
を
訪
問
し
て
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
話
を
聞
い
た
り
、
藤
沢
を
中
心

に
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
の
出
店
内
容
を
企
画
か
ら
考
え
た
り
、
藤
沢
か
ら
で
き
る
復
興
応
援
に
つ

い
て
考
え
ま
し
た
。
当
時
の
私
は
周
り
の
人
と
比
べ
て
焦
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
同
じ
イ
ン

タ
ー
ン
先
の
中
村
さ
ん
と
受
入
担
当
者
の
方
を
は
じ
め
、「（
良
い
意
味
で
）
道
を
外
し
た
人
」
に

た
く
さ
ん
出
会
え
た
こ
と
に
よ
り
、
気
持
ち
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ン
を
通
じ

て
の
一
番
の
変
化
は
夢
と
、
夢
を
叶
え
る
た
め
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
で
き
た
こ
と
で
す
。

　
夢
は
N
G
O
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働
く
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
直
後
に
カ

ナ
ダ
と
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
に
留
学
に
行
き
、
日
本
財
団
へ
1
年
間
、
イ
ン
タ
ー
ン
生
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
。
今
後
も
自
分
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
添
っ
て
パ
ワ
フ
ル
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
こ
こ

ま
で
叩
き
上
げ
て
い
た
だ
い
た
受
入
担
当
者
の
方
に
感
謝
し
て
い
ま
す
！

　
私
は
大
学
進
学
の
た
め
に
地
元
の
山
梨
を
出
て
、
神
奈
川
で
一
人
暮
ら
し
を
始
め
ま
し
た
。
地

元
を
離
れ
て
か
ら
初
め
て
、
地
元
と
の
つ
な
が
り
が
な
い
こ
と
に
気
づ
き
不
安
に
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
、
大
学
の
先
生
が
き
っ
か
け
で
「
ま
ち
づ
く
り
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
」
と
い
う
疑
問
が

生
ま
れ
、
興
味
を
持
っ
た
の
で
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
ま
ち
づ
く
り
に
関
係
す
る
団
体
で
活
動
す

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
私
の
活
動
先
は
茅
ヶ
崎
を
拠
点
に
活
動
す
る
団
体
で
、
茅
ヶ
崎
で
活
動

す
る
方
々
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
話
を
聞
く
機
会
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ン
の
活
動
や
、そ
の
後
学
校
の
先
生
に
誘
わ
れ
て
参
加
し
て
い
る
「
み
か
ん
の
楽
校
」

の
活
動
を
通
し
て
、「
ま
ち
を
作
る
も
の
は
1
つ
じ
ゃ
な
い
」
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
例
え
ば

農
業
1
つ
を
と
っ
て
も
色
々
な
見
方
が
あ
り
、
自
分
の
考
え
に
な
か
っ
た
人
が
沢
山
い
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
ま
ち
に
愛
着
を
持
っ
て
活
動
す
る
人
達
に
触
れ
て
、「
自
分
の
地
元
は
ど
う
な
の

だ
ろ
う
？
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
3
年
生
に
な
っ
た
ら
「
み
か
ん
の
楽
校
」
で
、
も
っ
と
自
分
か
ら
考
え
て
行
動
で
き
る
よ
う
に

な
り
た
い
、
と
今
は
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
将
来
は
地
元
に
戻
っ
て
働
き
た
い
の
で
、
地
元
で

で
き
る
こ
と
を
探
し
て
い
き
た
い
で
す
。

インターン１期生。認定NPO法人藤沢市市

民活動推進連絡会にてインターンを経験。

インターン活動を通じて生まれた夢に向

かって、日本財団へのインターンやカナダ

とニュージランドへ留学に行く。

鳥海　花菜
かなとりうみ

インターン 2期生。神奈川大学 2年生。NPO

法人まちづくりスポット茅ヶ崎でインターンを

経験。インターンでの経験をもとに、現在学校

で行われている「みかんの楽校」の活動に精力

的に参加している。

宮下　栞
みやした　    しおり

や
り
た
い
こ
と
と
ビ
ジ
ョ
ン
が
で
き
た
！

「
ま
ち
づ
く
り
」
に
関
わ
り
、
地
元
が
す
き
に
な
っ
た
。
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本書の一部あるいは全部について、無断で転載・複製することを禁じます。

商業目的による本書情報の利用を禁じます。

・3年間またこれからこのプログラムに関わってくださる方々へ、感謝の気持ちを込めて、本書がプレゼント代わりになれば幸いです。（桜井　光）

・本当の物語の始まりはここから。「16 人のストーリー」の続きを見てみたいと思いませんか？本事業に関わる全ての皆様に感謝して。（東樹　康雅）

・教科書に載るような人物がここの卒業生から登場するのでは？と期待しています。そんなワカモノと関わりを持ててハッピーです。（須永　洋平）

・志の高いワカモノ達と、熱い想いを持ったNPO団体との素敵な化学反応がありました。あなたもその化学反応の一員に混ざりませんか？（永山　愛）

・NPOインターンは 5年 10 年後や就活のような進路選択の際に役立つ “活きる経験” が得られます。・・・と 3年目の僕は信じています。 （門倉　啓介）

・高校生メンバーの成長に無限の可能性を感じた半年間。もっと多くの高校生に広まりますように！（小山　優子）

・このプログラムに興味を持ったそこのあなた。僕はそんなあなたに会いたいです。さあ！レッツ社会貢献。（尾上　太一）

・自分自身の得意とも不得意とも、とことん向き合えます！ 360 度に生まれる目標と繋がりとともに、インターンを楽しんでみませんか？（簑田　萌）
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事 務 局 よ り

協 力 者 一 覧






